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酒
井
忠
久
氏
は
、
昭
和
21
年
に
本
市
で

お
生
ま
れ
に
な
り
、
大
学
卒
業
後
、
市
内

企
業
で
勤
務
さ
れ
、
昭
和
51
年
に
財
団
法

人
致
道
博
物
館
（
現
・
公
益
財
団
法
人
致

道
博
物
館
）
理
事
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
58
年
に
は
、
松
ヶ
岡
の
開
墾
・
養
蚕

の
歴
史
資
料
を
展
示
紹
介
す
る
「
松
ヶ
岡

開
墾
記
念
館
」
を
開
館
さ
れ
、
当
地
の
国

史
跡
指
定
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
４
年
２
月
か
ら
令
和
５
年
６
月
ま

で
31
年
の
永
き
に
わ
た
り
財
団
法
人
致
道

博
物
館
の
代
表
理
事
・
館
長
を
お
務
め
に

な
り
、
本
市
の
考
古
・
歴
史
・
民
俗
資
料

の
保
存
収
集
、
国
重
要
文
化
財
群
の
維
持

管
理
、
ま
た
、
こ
れ
ら
の
公
開
等
を
通
し

て
、
郷
土
の
文
化
財
保
護
と
継
承
に
ご
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。
致
道
博
物
館
で
は
、
庄

内
藩
校
致
道
館
の
教
学
の
精
神
を
継
承
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
論
語
や
詩
経
な

ど
漢
籍
か
ら
人
づ
く
り
を
図
る
「
中
国
古

典
講
座
」
を
定
期
的
に
開
催
す
る
と
と
も

に
、
地
域
の
人
々
と
連
携
し
な
が
ら
、
小

学
生
を
対
象
と
し
た
「
少
年
少
女
古
典
素

読
教
室
」「
論
語
書
道
展
」
と
い
っ
た
漢

籍
へ
の
理
解
と
関
心
を
高
め
る
取
り
組
み

を
行
わ
れ
ま
し
た
。
平
成
19
年
に
は
、「
全

国
藩
校
サ
ミ
ッ
ト
」
が
本
市
に
お
い
て
開

催
さ
れ
、
各
地
の
旧
藩
校
の
伝
統
や
精
神

を
現
代
社
会
に
生
か
し
な
が
ら
次
代
に
継

承
し
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
、
市
民
は
も

と
よ
り
多
く
の
人
々
が
庄
内
藩
校
致
道
館

の
歴
史
的
価
値
・
精
神
的
価
値
を
再
認
識

す
る
機
会
の
創
出
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
16
年
に
は
、
旧
庄
内
藩
主
酒
井
家

18
代
当
主
を
引
き
継
が
れ
、
鶴
岡
・
庄
内

の
歴
史
、
文
化
、
自
然
、
風
土
に
寄
り
添

い
、
荘
内
大
祭
を
は
じ
め
と
し
た
各
地
の

地
域
行
事
に
参
加
さ
れ
、
広
く
市
民
の
心

の
支
え
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
地
縁
団
体
松
ヶ
岡
開
墾
場
総
長

と
し
て
、
各
蚕
室
の
保
存
修
理
や
来
訪
者

受
入
れ
の
た
め
の
整
備
を
進
め
ら
れ
ま
し

た
。
平
成
28
年
、天
皇
皇
后
両
陛
下
（
現
・

上
皇
上
皇
后
両
陛
下
）
が
本
市
に
お
出
ま

し
に
な
り
、
松
ヶ
岡
開
墾
場
を
視
察
さ
れ

た
際
に
は
、
案
内
役
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

松
ヶ
岡
開
墾
場
の
保
存
活
用
、
地
域
内

外
へ
の
魅
力
発
信
に
ご
尽
力
さ
れ
、
平
成

29
年
に
は
、
当
地
を
中
心
と
し
た
ス
ト
ー

リ
ー
「
サ
ム
ラ
イ
ゆ
か
り
の
シ
ル
ク
日

鶴
岡
市
名
誉
市
民
に

酒
井
忠
久
氏

市
で
は
、
市
民
や
鶴
岡
市
に
ご
縁
の
深
い

方
で
、
広
く
社
会
・
文
化
の
興
隆
に
寄
与
さ

れ
、
郷
土
の
誇
り
と
し
て
深
く
尊
敬
さ
れ
る

方
に
対
し
、
そ
の
ご
功
績
と
輝
か
し
い
栄
誉

を
た
た
え
、「
鶴
岡
市
名
誉
市
民
」
の
称
号

を
贈
っ
て
い
ま
す
。

来
る
3
月
25
日
に
、
酒
井
忠
久
氏
に
名
誉

市
民
の
称
号
が
贈
ら
れ
ま
す
。

●
問
合
せ

本
所
総
務
課
☎
35
‐
１
１
１
４

昭和51年　
平成４年２月　
平成16年　
平成16年６月
平成23年４月
平成25年６月
平成28年７月　　
令和２年３月

令和５年６月
令和６年１月

職 歴等
致道博物館理事
致道博物館代表理事・館長
旧庄内藩主酒井家18代当主
松ヶ岡開墾場総長
山形美術館評議員
本間美術館理事
日本美術刀剣保存協会会長
酒井家庄内入部400年記念事業実行
委員会顧問
致道博物館名誉館長
宮中歌会始の儀で「読師」を務める

酒
さかい

井忠
ただひさ

久 氏（鶴岡市出身・77歳）

本
近
代
化
の
原
風
景
に
出
会
う
ま
ち
鶴

岡
へ
」
が
日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
４
年
の
酒
井
家
庄
内
入
部
４
０
０

年
の
節
目
に
当
た
っ
て
は
、
庄
内
地
方
の

２
市
３
町
が
参
画
す
る
実
行
委
員
会
の
顧

問
に
就
任
し
、
鶴
岡
・
庄
内
の
地
域
固
有

の
歴
史
と
文
化
を
継
承
す
る
た
め
、
各
地

で
の
講
演
・
講
話
な
ど
を
通
し
て
普
及
啓

発
を
図
ら
れ
ま
し
た
。
大
手
旅
行
会
社
が

企
画
し
た
首
都
圏
で
の
誘
客
型
講
座
で
は
、

酒
井
家
の
当
主
と
し
て
講
師
を
務
め
ら
れ
、

地
方
へ
の
観
光
誘
客
に
お
け
る
新
た
な
ジ

ャ
ン
ル
の
開
拓
に
寄
与
さ
れ
る
な
ど
、
鶴

岡
公
園
を
中
心
と
し
た
本
市
の
城
下
町
観

光
の
推
進
と
と
も
に
、
当
地
の
歴
史
と
文

化
の
継
承
、
地
域
活
性
化
に
貢
献
さ
れ
ま

し
た
。

ま
た
、
平
成
23
年
か
ら
公
益
財
団
法
人

山
形
美
術
館
評
議
員
、
平
成
25
年
か
ら
公

益
財
団
法
人
本
間
美
術
館
理
事
、
一
般
社

団
法
人
裏
千
家
淡
交
会
理
事
、
平
成
28
年

か
ら
公
益
財
団
法
人
日
本
美
術
刀
剣
保
存

協
会
会
長
に
就
任
さ
れ
る
な
ど
、
数
多
く

の
要
職
を
務
め
て
お
ら
れ
ま
す
。

本
年
１
月
に
は
、
宮
中
歌
会
始
の
儀
に

お
い
て
、
司
会
役
で
あ
る
「
読ど

く
じ師
」
と
し

て
参
内
さ
れ
る
な
ど
、
本
市
は
も
と
よ
り

国
内
で
広
く
文
化
財
の
保
護
、
文
化
・
美

術
・
教
育
の
振
興
に
尽
力
し
て
お
ら
れ
ま

す
。こ

う
し
た
ご
功
績
は
、
市
民
の
ひ
と
し

く
知
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
郷
土
の
誇
り
と

し
て
敬
愛
す
る
も
の
で
す
。
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地
震
に
備
え
る

地
震
は
予
測
で
き
な
い

１
月
１
日
に
石
川
県
能
登
地
方
を
震

源
と
す
る
地
震
が
発
生
し
ま
し
た
。
震

源
に
近
い
石
川
県
を
中
心
に
、
大
き
な

被
害
が
あ
り
、
現
在
も
多
く
の
方
が
避

難
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

鶴
岡
市
で
は
震
度
４
を
観
測
。
市
内

で
の
被
害
は
、
建
物
の
一
部
破
損
が
数

か
所
で
見
ら
れ
た
ほ
か
、
道
路
の
通
行

止
め
や
交
通
機
関
の
運
休
も
発
生
し
ま

し
た
。
こ
の
地
震
で
、
山
形
県
沿
岸
に

は
31
年
ぶ
り
に
津
波
に
関
す
る
警
報
が

発
表
さ
れ
、
市
は
沿
岸
地
域
に
避
難
指

示
を
発
令
し
ま
し
た
。

自
分
ご
と
と
し
て
行
動
を

防
災
に
は
、「
自
分
で
守
る
こ
と
（
自

助
）」
と
「
地
域
で
助
け
合
う
こ
と
（
共

助
）」
が
必
要
で
す
。
状
況
を
的
確
に

把
握
し
、「
自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
」

と
い
う
意
識
を
持
ち
、
ま
た
、
地
域
住

民
が
お
互
い
に
助
け
合
う
な
ど
の
行
動

が
大
切
で
す
。

防
災
に
対
す
る
意
識
を
高
め
よ
う

間
も
な
く
東
日
本
大
震
災
か
ら
13
年

を
迎
え
ま
す
。
こ
の
間
国
内
で
は
、
熊

本
地
震
や
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
、
今

年
１
月
の
能
登
半
島
地
震
な
ど
全
国
各

地
で
多
く
の
地
震
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

山
形
県
で
は
今
年
１
月
、
県
全
体
で

防
災
意
識
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
に
、

東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
た
３
月
11
日

を「
県
民
防
災
デ
ー（
防
災
点
検
の
日
）」

と
定
め
、
い
ざ
と
い
う
と
き
の
行
動
な

ど
の
点
検
を
促
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
特
集
で
は
、「
自
助
」
を
中

心
に
、
地
震
へ
の
備
え
と
し
て
必
要
な

行
動
を
紹
介
し
ま
す
。
令
和
元
年
の
山

形
県
沖
地
震
の
発
生
か
ら
６
月
で
丸
５

年
。
一
人
ひ
と
り
が
防
災
に
対
す
る
意

識
を
高
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

特 集

問
合
せ

本
所
防
災
安
全
課
☎
35
‐
１
２
０
４

地震で想定される被害
地震では、主に以下のような被害があります。どのような被害にも対応できる備えが必要です。

■建物の倒壊
　強い地震が起きた場合、建物の倒壊のおそれが
あります。また、電柱や信号、橋なども倒れたり
崩れたりする可能性があります。

■地すべり
　比較的緩やかな斜面で、地盤が地下水の影響な
どを受けて、ゆっくりと動き出す現象で、地震に
よって誘発されることがあります。

■火災
家屋の倒壊や家具の転倒によるガス管や電気配
線の破損、ストーブなどの暖房器具への可燃物の
接触などにより火災が発生します。
　また、地震による停電が復旧した際、スイッチ
が切れていない電化製品等が通電状態となって火
災となる「通電火災」も発生します。

■津波
日本海での津波は、大陸との跳ね返りのため、
繰り返し到達するおそれがあり、後から来る波の
方が高いこともあります。
　規模により、大型船が打ち上げられたり、街全
体が水没し、家が流されたりする場合もあります。

■液状化現象
地震によって地盤が強い衝撃を受け
ると、互いに支え合っていた土の粒子
がバラバラになってしまい、地盤全体
がドロドロの液体のような状態になり
ます。建物が傾いたり、道路が陥没し
たりすることがあります。

市では、皆さんが日頃から地震に備えることができ
るよう、「地震ハザードマップ（揺れやすさマップ、
液状化マップ）」を公開しています。

▽ 揺れやすさマップ
　 地盤状況から震度
を予測した地図

▽ 液状化マップ
　 液状化現象が発生
する可能性を表し
た地図
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自分の命は自分で守るために
日頃から備えておくこと

別々の場所にいるときに地震が発生した場合
でも、お互いの安否を確認できるよう、事前に
安否確認の方法や集合場所などを、話し合って
決めておきましょう。
　また、避難する際に、誰が何を持ち出すかな
どの役割分担を決めておくと、スムーズに避難
できます。

家族同士の安否確認方法を決めよう

地震が起きたときに慌てずに避難できるよう、あ
らかじめハザードマップを見ながら、避難場所（指

定緊急避難場所、指定避難所）や
避難経路を確認しておきましょう。

避難場所や避難経路を確認しておこう

家具等の下敷きになり、けがをしたり命を失ったりする
ことがあります。家具は倒れるものと考え、次のような対
策をしましょう。
●家具は壁に固定する
●寝室や子供部屋には、できるだけ家具を置かない
●倒れた場合に出入口を塞がないような配置にする

家具が転倒しないよう、置き方を工夫しよう

電気やガス、水道などのライフラインが止まった場合に備えて、ふだんから飲料水や食料等
を蓄えておきましょう。道路の寸断などで緊急物資の輸送が困難となることも想定されます。
　また、避難場所での長時間の避難に備えて、寒さ対策も含め非常時に持ち出す必要のある物
をまとめておき、「非常用持ち出し袋」としてすぐに持ち出せるようにしておきましょう。

非常用の備えを万全にしておこう

いざ地震が起きたとき、的確に対応できるよ
うに、正しい防災知識を持つことが重要です。

【持ち出し品の例】
□水
□食品
□ヘルメット・防災頭巾
□衣類・下着
□雨具
□懐中電灯
□携帯ラジオ
□電池
□携帯電話用充電器
□ライター

非常用持ち出し袋チェックリスト（一例）

□ろうそく
□救急用品・お薬手帳
□給水袋
□携帯トイレ
□使い捨てカイロ
□ブランケット
□軍手
□洗面用具
□歯ブラシ・歯磨き粉
□タオル　など

女性
□生理用品
□ 中身の見えないごみ袋
□防犯ブザー　など

乳幼児がいる家庭は
□ミルク
□哺乳瓶
□紙おむつ　など

高齢者がいる家庭は
□高齢者用食品
□入れ歯・洗浄剤
□持病の薬　など

感染症対策として
□マスク
□手指消毒用液体
□ハンドソープ
□ウェットティッシュ
貴重品も一緒に
□現金
□預金通帳
□印鑑
□身分証明書　など

「ローリングストック」の習慣を！

「ローリングストック」とは、下の図の
ように、備蓄用の食品を賞味期限の近い
ものから消費し、消費した分を買い足す
ことを繰り返す方法です。常に一定量の
食品が家庭で備蓄されている状態を保つ
ことができます。ぜひ実践してみてくだ
さい。

市で作成し、市ホームペ
ージに掲載しているハザ
ードマップはこちら

昭和56年５月31日以前に着工した
住宅について、耐震診断士を派遣し、
耐震診断、補強計画一例作成、概算工
事費の提示を行います。
　利用する場合、費用が掛かります。
■問合せ　本所建築課☎35‐1432

自宅の耐震性を確認しよう

自分の身をしっかり守るための訓練を行い、いざ地震が起きたときも、
「①まず低く、②頭を守り、③動かない」を実践できるようにしましょう。

家の中でシェイクアウト（安全確保行動）訓練をしよう

提供：効果的な防災訓練と防災啓発提唱会議



自分の命は自分で守るために
地震が発生した場合にする行動

▼家や建物の中にいる場合　
　揺れによる落下物から頭部を守るため、丈夫な机の下などに避難

▼外出している場合　
　看板などが落ちてくる可能性があるため、カバン等で頭部を守り、安全な場所に避難。
　 海や川の近くにいる場合は、すぐに高台や３階以上の鉄筋コンクリート造りの建物に避難

▼車に乗っている場合　
　道路の左側に停車してエンジンを止め、 を車内に置いたまま歩いて安全な場所に避難

落ち着いて身の安全を確保しよう

揺れを感じたらこんろやストーブなどの火をすぐに消しましょう。大きな揺れの場合
は、一旦机の下などに避難し、揺れが収まってから火を消してください。

慌てずに火の始末をしよう

建物の倒壊や火災の延焼、土砂崩れなどの可能性があるため、揺れが収まっ
たらすぐに指定の避難場所に避難してください。
　海岸や川の近くにいる場合は、すぐに高台や高い建物へ避難してください。

速やかに安全な場所に避難しよう

地震発生後はいろいろな情報が流れ、正しくない情報が含まれている可能性もあります。
ラジオや防災行政無線、市ホームページなどで最新の正確な情報を入手してください。

正確な情報を入手しよう

避難の呼び掛け、１人では避難が難しい人の援助など、地域の皆さんで助け合いま
しょう。また、避難した場所でもお互い協力し合うことが必要となる場合もあります。

地域で助け合うことも大切です

１月の能登半島地震で、由良地区の一部住民は旧由良小学校に避難。
避難所に集まった地区の役員を中心に炊き出しをすることを決め、
避難した人たちに温かい食べ物を提供しました。

指定避難所になっている旧由良小学校には、夕方の時点で住民36人
が避難しました。広い体育館は暖房器具を使用しても温まらず、避難
指示もいつ解除されるかも分からない状況だったため、温かいものが

必要と思い、持ち合った食料で避難
者自らも手伝い、〝おにぎり〟と〝き
のこのみそ汁〟を作りました。温か
い食べ物に皆さんが喜んでくれたの
で、炊き出しをやって本当に良かっ
たと思います。道路の通行が規制さ
れ、孤立した状況だったので、備え
ておくことの重要さと、地域には支
え合いが必要なことを実感しました。

住民が身を寄せた避
難所の体育館

石油こんろできのこ
のみそ汁を調理

炊き立てご飯でホカ
ホカのおにぎり

日頃から備えている
非常食。今回の避難
でも役に立ちました

いつ起きるか分からない地震。
まずは慌てず、速やかに避難して、
自分や家族を守りましょう。

市が指定する避難
場所等はこちらで
確認できます

5 広報つるおか　2024 . 3

由良自治会
事務局　　　　会長
佐藤和恵さん 榊原賢一さん

地域で支え合う
行動をした地域の方に
お話を聞きました
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　他の市区町村から本市に引っ越した方は、住み始め
た日から14日以内に手続きをしてください。
▼必要なもの
・前に住んでいた市区町村からの転出証明書（書面で
　発行された方）
・マイナンバーカード（お持ちの方）
・住民基本台帳カード（お持ちの方）
・在留カード（外国籍の方）
・ 前に住んでいた市区町村で発行された後期高齢者医
療負担区分等証明書（県外からの転入の方）
・前に住んでいた市区町村で発行された介護保険被保
　険者証（住所地特例施設に入所される方）

転入したとき

転居した日から14日以内に手続きをしてください。
▼必要なもの
・マイナンバーカード（お持ちの方）
・住民基本台帳カード（お持ちの方）
・在留カード（外国籍の方）
・国民健康保険証（加入している方）
・後期高齢者医療保険証（加入している方）
・介護保険被保険者証（お持ちの方）　

市内で転居したとき

　本市から他の市区町村へ引っ越す場合、転出予定日
の14日前から手続きができます。
▼必要なもの
・国民健康保険証（加入している方）
・後期高齢者医療保険証（加入している方）
・介護保険被保険者証（お持ちの方）　
※ 引っ越した日から14日以内に、新住所地の役所の
窓口で転入手続きをしてください。
※マイナンバーカード及びスマートフォン等をお持ち
　の方は、オンラインで転出届・転入
　予約ができます。詳しくはデジタル
　庁HPをご覧ください。

転出するとき

　左のような異動届のほか、以下の窓口で手続きが必
要です。手続きに必要なものを確認し、忘れずに行っ
てください。

対象者 窓口
国民健康保険または後期高齢
者医療に加入している 本所国保年金課

☎35‐1292福祉医療証（○身・○子・○親）を
持っている

国民年金に加入している 本所国保年金課
☎35‐1294

介護保険被保険者証を持って
いる

本所長寿介護課
☎35‐1289

児童手当を受給している
本所子育て推進課
☎26‐0176児童扶養手当・特別児童扶養

手当を受給している
障害者手帳、自立支援医療受
給者証、障害福祉サービス受
給者証を持っている（転出す
るときは不要）

本所福祉課
☎35‐1273

特別障害者手当、障害児福祉
手当を受給している
犬を飼っている（転出すると
きは不要）

健康課（にこ♥ふる）
☎35‐0146

※各地域庁舎市民福祉課でも手続きができます。
※小・中学生の住所が変わる場合は、事前に学校及び
　学校教育課（櫛引庁舎）☎57‐4865に連絡の上、
　手続きをしてください。

■問本所市民課☎35‐1197または各地域庁舎市民福祉課へ

転入・転出の手続きを忘れずに！

　進学・就職・転勤などで住所が変わる方は、
住民異動届（転入・転居・転出）の手続きが必
要です。手続きの際は、来庁する方の本人確認
書類（マイナンバーカードまたは運転免許証等）
をお持ちください。

月 火 水 木 金
3/21 3/22

3/25 3/26 3/27 3/28 3/29
4/1 4/2 4/5

市役所本所市民課の窓口を
平日時間延長・休日開設します

■問本所市民課☎35‐1197
　住所変更等の手続きが集中する３月下旬～４月
上旬に、本所市民課の窓口を平日時間延長・休日
開設します。取扱い業務は次のとおりです。

▽住民異動届（転入・転居・転出等）

▽印鑑登録

▽証明書等の交付（住民票の写し・戸籍全部〈個　
　人〉事項証明書・所得課税証明書等）
※広域交付による住民票の交付、海外からの転入
　の届出はできませんのでご注意ください。

▼平日時間延長・休日開設日
土 日
3/23 3/24
3/30 3/31
4/6

■時平日時間延長…午後６時30分まで
　休日開設　　…午前９時～午後４時

催し等の中止・延期など、情報が変更となる場合があります。各担当課
や主催者などへのお問合せ、またはホームページ等でご確認ください。
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■問消費喚起クーポン券事務室（職員研修会館内）☎64‐1045　■事業担当　本所商工課

３月下旬までに、世帯の人数分をまとめて送ります

お得な「第２回消費喚起クーポン券」をご利用ください

■送付対象者
　 令和６年１月１日時点で本市に住民登録がある方
※ 同日時点で母子健康手帳をお持ちの妊婦の方に
は追加配布します。

■クーポン券の内容
　１人につき2,000円分の紙版クーポン券
　（全店共通券500円×２枚　飲食券500円×２枚）

■利用方法
　 支払い1,000円ごとに１枚（500円分）の利用が
可能
　※ 1,000円以下の支払いには使用できません。

　※家族の分を合わせて使用することもできます。
　※飲食券は、飲食店のテイクアウト（パン・菓子
　　を製造販売する店舗を含む）でも使用できます。
■利用期間
　３月22日○金～５月31日○金
　※利用期間になってもクーポン券が自宅に届かな
　　い場合は、鶴岡郵便局☎0570‐943‐241にご
　　連絡ください。
■利用できる店舗
　 市内の中小・小規模事業者の店舗（大手チェーン
店、コンビニ、ドラッグストア等は対象外）

　※ 参加店舗の一覧（１月19日時点）をクーポン
券と一緒に送付します。

　※参加店舗にはポスターを掲示します。
　※最新の情報はHPで確認できます。

▲ ▲ ▲

物価高騰等の影響を受けている市内の中小・小規模事業者を支援することを目的に、市民に「消費喚起クー
ポン券」を送ります。ぜひご利用ください。

国が接種費用を負担し、自己負担なく新型コロナ
ワクチンの接種ができる特例臨時接種が３月31日
で終了します。特例臨時接種の終了に伴い、市が設
置するコールセンター及びＷＥＢ予約の受付は次の
とおり終了します。

◆鶴岡市コロナワクチン相談・予約センター（コー
　ルセンター）☎0120‐125‐226
　３月31日○日午後５時15分で受付終了
◆ＷＥＢ予約システム
　３月28日○木午後11時59分で受付終了

■４月１日以降、問合せ先が変わります
　４月１日○月以降は健康課（にこ♥ふる）☎35‐01
57 にお問い合わせください。

■令和６年度以降の接種について
　65歳以上の方、60歳～64歳で対象になる方は、
秋冬に定期接種が行われる予定です。それ以外の方
は、任意接種となります。
※詳細が分かり次第、お知らせします。

▲

■問新型コロナウイルスワクチン接種対策室（にこ♥ふる）☎25‐2111内線378

新型コロナワクチン接種のお知らせ

市コールセンター及びWEB予約の受付を終了します

　山形県広報協会が主催する、山形県市町村広報コンクールで、広報「つるおか」令和
５年６月号の表紙が「写真の部（一枚写真部）」で特選を受賞しました。
　子育て応援特集のテーマにふさわしく、親子の表情が豊かであり、月山を大きく撮る
技術力が高いことが評価されました。特選作品は、日本広報協会が主催する、全国広報
コンクールに推薦されます。
　皆さんのご愛読に感謝し、今後も親しみやすい
広報「つるおか」をお届けします。

広報「つるおか」の表紙が「特選」を受賞！
■問本所総務課☎35‐1117

カラー版は
こちらから
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催し等の中止・延期など、情報が変更となる場合があります。各担当課
や主催者などへのお問合せ、またはホームページ等でご確認ください。

生
す
る
場
合

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
満
杯

に
な
ら
な
い
よ
う
、
数
回
に
分
け
て
出
し
て

く
だ
さ
い
。
粗
大
ご
み
や
一
度
に
大
量
の
ご

み
を
処
分
し
た
い
場
合
は
、
各
ご
み
処
理
施

設
に
自
分
で
持
ち
込
む
か
一
般
廃
棄
物
収
集

運
搬
許
可
業
者
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
対
象
品
等
の
処
分

テ
レ
ビ
、
冷
蔵
庫
、
冷
凍
庫
、
洗
濯
機
、
乾

燥
機
、
エ
ア
コ
ン
、
ス
プ
リ
ン
グ
入
り
マ
ッ

ト
レ
ス
等
、
市
で
取
り
扱
わ
な
い
ご
み
の
処

分
は
、
許
可
業
者
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

■問
廃
棄
物
対
策
課
☎
22
‐
２
８

４
８

■他
市
HP

公
共
下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金

申
告
書
を
お
送
り
し
ま
す

次
の
対
象
区
域
内
に
土
地
を
所
有
す
る
方

に
は
、
令
和
６
年
度
か
ら
新
た
に
公
共
下
水

道
事
業
受
益
者
負
担
金
を
納
め
て
い
た
だ
き

ま
す
。
対
象
と
な
る
方
に
同
負
担
金
申
告
書

を
、
４
月
上
旬
に
送
付
し
ま
す
。

■
対
象
区
域

安
丹
、
覚
岸
寺
字
水
上
、
下

小
中
、
清
水
新
田
、
下
興
屋
の
各
一
部

■問

上
下
水
道
部
下
水
道
課
☎
25
‐
５
８
６
０

集
落
排
水
事
業
分
担
金
申
告
書

を
お
送
り
し
ま
す

次
の
対
象
区
域
内
に
家
屋
を
所
有
し
公
共

汚
水
ま
す
を
設
置
し
た
方
に
、
令
和
６
年
度

か
ら
新
た
に
集
落
排
水
事
業
分
担
金
を
納
め

て
い
た
だ
き
ま
す
。
対
象
と
な
る
方
に
同
分

担
金
申
告
書
を
、
４
月
上
旬
に
送
付
し
ま
す
。

■
対
象
区
域

上
清
水
、
中
清
水
の
一
部

■問
上
下
水
道
部
下
水
道
課
☎
25
‐
５
８
６
０

し
て
く
だ
さ
い
。
届
か
な
か
っ
た
方
や
紛
失

し
た
方
等
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■対
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
方

①
身
体
障
害
者
手
帳

１
級
〜
３
級

②
療
育
手
帳

Ａ

③
精
神
障
害
者
保
健
福

祉
手
帳
１
級

■問
本
所
福
祉

課
☎
35
‐
１
２
７
３
ま
た
は

各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

こ
ん
な
と
き
は
国
民
年
金
の

加
入
、
変
更
の
手
続
き
を
！

▼
会
社
員
（
被
用
者
年
金
加
入
者
）
と
そ
の

配
偶
者

▽
被
用
者
年
金
を
や
め
た
と
き

▽
配
偶
者
の
扶
養
か
ら
外
れ
た
と
き

▼
学
生
、
無
職
の
方
、
自
営
業
者
の
方
等

▽
被
保
険
者
が
死
亡
し
た
と
き
（
死
亡
一
時

金
・
遺
族
基
礎
年
金
を
請
求
で
き
る
場
合
あ

り
）、
国
外
転
出
や
受
け
取
る
年
金
額
を
増

や
す
た
め
に
任
意
加
入
す
る
と
き
〈
☆
〉、

保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
と
き
（
学
生
納
付

特
例
や
免
除
申
請
を
す
る
と
き
）〈
☆
〉

▼
共
通

■持
身
分
証
明
書

■申
14
日
以
内
に

（
☆
は
速
や
か
に
）
鶴
岡
年
金
事
務
所
☎
23

‐
５
０
４
０
、
本
所
国
保
年
金
課
☎
35
‐
１

２
９
４
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市

民
福
祉
課
へ

■他
市
HP

引
っ
越
し
時
の
ご
み
の
処
分
は

計
画
的
に
！

▼
引
っ
越
し
等
に
伴
い
、
大
量
の
ご
み
が
発

▼
救
急
出
動
件
数
は
１
日
平
均
17
・
５
件

救
急
出
動
件
数
６
、４
０
４
件
（
対
前
年
比

３
８
０
件
増
）

救
急
車
で
搬
送

さ
れ
た
人
数

５
、７
２
４
人
（
対
前
年
比

３
５
７
人
増
）

▼
救
急
搬
送
種
別

▽
急
病
…
４
、
５
４
５

件

▽
一
般
負
傷
…
８
８
８
件

▽
転
院
搬

送
…
５
１
０
件

▽
交
通
事
故
…
２
３
０
件

■問
消
防
本
部
予
防
課
☎
22
‐
８
３
３
２

人
工
透
析
を
受
け
て
い
る
方
に

通
院
交
通
費
を
助
成
し
ま
す

■対
次
の
全
て
に
該
当
す
る
方

①
本
市
に
住

民
登
録
が
あ
り
、
腎
臓
機
能
障
害
に
よ
る
身

体
障
害
者
手
帳
を
持
っ
て
い
る

②
人
工
透

析
療
法
を
受
け
る
た
め
交
通
機
関
（
自
家
用

車
を
含
む
）
を
利
用
し
て
通
院
し
て
い
る

③
本
人
及
び
同
居
世
帯
の
生
計
中
心
者
が
所

得
税
を
課
税
さ
れ
て
い
な
い

④
生
活
保
護

等
で
通
院
交
通
費
の
給
付
を
受
け
て
い
な
い

■
助
成
額

通
院
交
通
費
と
し
て
実
際
に
掛

か
っ
た
額
と
交
付
基
準
額
で
、
い
ず
れ
か
低

い
方
の
額

■申
３
月
29
日
○金
ま
で
申
請
書
・

通
院
報
告
書
と
領
収
書
（
タ
ク
シ
ー
等
を
利

用
し
た
方
の
み
）
を
本
所
福
祉
課
☎
35
‐
１

２
７
３
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

令
和
６
年
度
分
福
祉
タ
ク
シ
ー
券

・
福
祉
給
油
券
を
交
付
し
ま
す

対
象
者
に
申
請
書
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。

希
望
す
る
方
は
必
要
事
項
を
記
入
し
、
郵
送

令
和
６
年
度
水
質
検
査
計
画
を

公
表
し
ま
す

安
全
・
安
心
に
水
道
を
利
用
し
て
い
た
だ

く
た
め
、
水
質
検
査
の
方
針
、
検
査
項
目
・

頻
度
、
採
水
場
所
等
を
定
め
た
同
計
画
を
市

HP
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ご
意
見
等
が
あ
る

方
は
、
上
下
水
道
部
水
道
課
☎

23
‐
７
７
３
２
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

令
和
５
年
鶴
岡
市
消
防
本
部
管
内

火
災
・
救
急
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

▼
火
災
件
数
、
損
害
額
、
死
者
・
負
傷
者
数

総
出
火
件
数
42
件
（
対
前
年
比
８
件
増
）

※
内
、
建
物
火
災
24
件
。

損
害
額

５
、６
９
７
万
円
（
対
前
年
比

４
４
１
万
円
減
）

死
者
数

０
人
（
対
前
年
比
３
人
減
）

負
傷
者
数

６
人
（
対
前
年
比
３
人
減
）

▼
出
火
原
因

▽
た
き
火
…
７
件

▽
た
ば

こ
…
４
件

▽
こ
ん
ろ
…
３
件

▽
電
灯
・

電
話
等
の
配
線
…
２
件

▽
ス
ト
ー
ブ
、
放

火
の
疑
い
…
各
１
件

▽
そ
の
他
（
落
雷
、

枯
草
焼
き
等
）
…
13
件

▽
不
明
・
調
査
中

…
11
件

▼
出
火
原
因
の
内
、
建
物
火
災
の
原
因

▽

た
ば
こ
、
こ
ん
ろ
…
各
３
件

▽
電
灯
・
電

話
等
の
配
線
…
２
件

▽
ス
ト
ー
ブ
、
放
火

の
疑
い
…
各
１
件

▽
そ
の
他
…
６
件

▽

不
明
・
調
査
中
…
８
件

市
政

福
祉
・
年
金

生
活
・
そ
の
他
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・
大
泉
・
上
郷
・
三
瀬
地
区

14
日
○日
…
黄

金
・
小
堅
地
区

21
日
○日
…
湯
田
川
・
田
川

・
湯
野
浜
・
由
良
地
区

28
日
○日
…
加
茂
地

区

５
月
12
日
○日
…
大
山
地
区

■問
▽
ク
リ

ー
ン
作
戦
…
廃
棄
物
対
策
課
☎
22
‐
２
８
４

８

▽
側
溝
清
掃
…
本
所
土
木
課
☎
35
‐
１

４
０
３

降
雨
や
気
温
上
昇
で
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す

融
雪
期
の
雪
崩
に
注
意
!!

外
出
の
際
は
、
気
象
情
報
等
に
注
意
し
て

雪
崩
の
事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
山
の
斜
面
の
雪
割
れ
等
の
前
兆
現
象
や

変
化
に
気
付
い
た
と
き
は
、
安
全
な
場
所
へ

避
難
し
、
本
所
防
災
安
全
課
☎
35
‐
１
２
０

４
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

一
般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
助
成
事
業

宝
く
じ
の
助
成
金
で
整
備
し
ま
し
た

同
セ
ン
タ
ー
の
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報

事
業
で
整
備
し
ま
し
た
。

▼
一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
助
成
事
業

■内
遊

具
の
整
備
（
福
田
町

内
会
）
■問
本
所
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
課

☎
35
‐
１
２
０
３

▼
地
域
づ
く
り
助
成

事
業
（
共
生
）
■内

バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
応

車
両
の
整
備
（
鶴
岡

福
祉
バ
ス
２
号
車
）

■問
本
所
福
祉
課
☎
35

‐
１
２
５
２

#73

倒
壊
し
た
家
屋
か
ら
大
切
な
荷
物
を
運

び
出
す
、
そ
れ
が
大
学
生
の
私
の
役
割
だ

っ
た
。
平
成
7
年
1
月
17
日
に
発
災
し
た

阪
神
淡
路
大
震
災
か
ら
間
も
な
く
30
年
。

春
休
み
を
利
用
し
て
、
発
災
か
ら
約
２
か

月
経
過
し
た
被
災
地
を
訪
れ
た
私
の
目
の

前
に
広
が
っ
て
い
た
の
は
、
テ
レ
ビ
で
見

た
、
巨
大
地
震
の
力
に
よ
っ
て
都
市
が
破

壊
さ
れ
た
姿
だ
っ
た
。

そ
の
関
西
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
行
こ

う
と
誘
わ
れ
た
私
は
、
学
生
が
被
災
地
に

行
っ
て
も
か
え
っ
て
迷
惑
を
掛
け
る
の
で

は
な
い
か
、
と
思
っ
て
い
た
。
行
こ
う
か
、

行
く
ま
い
か
、
悩
ん
で
い
た
が
、
で
き
る

だ
け
邪
魔
に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
よ
う
、

と
心
掛
け
な
が
ら
、
電
車
を
乗
り
継
い
で

現
地
に
向
か
っ
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
従
事
し
た
の
は
3
月

20
日
頃
だ
っ
た
。
3
月
20
日
、
東
京
で
は

地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
が
発
生
、
社
会
全
体

が
騒
然
と
し
て
い
た
。

確
か
神
戸
市
長
田
区
に
あ
っ
た
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
拠
点
に
集
合
し
、
作
業
に
向
か

っ
た
。
2
か
月
た
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

目
の
前
の
光
景
は
全
く
復
旧
が
進
ん
で
い

な
い
よ
う
に
、
私
に
は
見
え
た
。
崩
壊
し

た
家
屋
が
無
数
に
広
が
る
、
ま
る
で
手
の

施
し
よ
う
の
な
い
状
況
に
感
じ
ら
れ
た
。

案
内
さ
れ
た
場
所
に
到
着
し
、
自
分
で
は

作
業
す
る
こ
と
が
難
し
い
高
齢
の
家
主
が

見
守
る
中
、
倒
壊
し
た
家
屋
か
ら
い
く
つ

か
の
荷
物
を
取
り
出
し
た
。「
あ
り
が
と

う
」
と
い
う
言
葉
を
聞
い
た
と
き
、
迷
惑

に
な
る
、
と
い
う
私
の
考
え
は
間
違
っ
て

い
た
こ
と
を
は
っ
き
り
と
理
解
し
た
。
後

に
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
元
年
」
な
ど
と
呼
ば

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

２
月
１
日
、
王
祇
祭
に
向
か
う
前
に
、

い
こ
い
の
村
公
園
内
に
あ
る
鶴
岡
市
立
農

業
経
営
者
育
成
学
校
（
略
称
：
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｄ

Ｓ
〈
シ
ー
ズ
〉）
を
訪
問
し
た
。
そ
の
日

の
昼
、
研
修
生
た
ち
が
修
了
生
を
交
え
て

餅
つ
き
大
会
を
開
催
し
て
お
り
、
私
も
、

久
し
ぶ
り
に
き
ね
を
握
り
、
餅
を
味
わ
っ

た
。
若
い
世
代
が
夢
を
持
っ
て
、
農
業
を

仕
事
に
し
た
い
、
地
域
を
元
気
に
し
た
い

と
談
笑
す
る
姿
に
勇
気
を
も
ら
い
、
若
者

を
支
え
る
ス
タ
ッ
フ
を
頼
も
し
く
感
じ
た
。

餅
と
と
も
に
人
気
だ
っ
た
キ
ム
チ
は
、
研

修
生
の
日
頃
の
食
事
を
担
当
さ
れ
て
い
る

阿
部
絹
さ
ん
の
手
作
り
。
絹
さ
ん
が
、
若

者
と
の
触
れ
合
い
に
生
き
が
い
を
感
じ
て

い
る
こ
と
、
研
修
生
は
日
頃
の
食
事
に
感

謝
と
敬
意
の
念
を
抱
い
て
い
る
こ
と
、
そ

の
関
係
に
私
は
胸
が
熱
く
な
っ
た
。

『
や
く
そ
く
の
「
大
地
踏
」』
の
絵
本
の

一
場
面
そ
の
も
の
。
王
祇
祭
で
は
、
凍
み

豆
腐
の
奥
深
い
味
と
、
す
ば
ら
し
い
芸
能

を
披
露
し
て
く
れ
た
子
供
た
ち
に
魅
せ
ら

れ
た
。

王
祇
祭
の
翌
日
、
鶴
岡
Ｗ
Ｂ
Ｃ
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
報
告
会
に
臨
ん
だ
。
こ
ど
も
ま

ん
な
か
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
市
役
所

若
手
職
員
の
柔
軟
な
発
想
を
活
か
そ
う
と

始
ま
っ
た
こ
の
取
り
組
み
。
私
自
身
に
と

っ
て
も
政
策
の
企
画
立
案
、
そ
し
て
実
施

と
は
何
か
を
改
め
て
考
え
る
機
会
を
頂
い

た
。
若
い
職
員
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
も
、

日
常
の
仕
事
か
ら
少
し
離
れ
て
、
市
民
の

皆
様
が
抱
え
る
課
題
を
把
握
し
、
分
析
し
、

対
応
策
を
考
え
る
、
良
い
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

に
な
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。

青
春
と
は
人
生
の
あ
る
期
間
で
は
な
く
、

心
の
持
ち
方
を
い
う
。
有
名
な
詩
の
一
節

の
よ
う
に
、
私
も
若
い
人
た
ち
と
一
緒
に

な
っ
て
、
ま
だ
見
た
こ
と
の
な
い
景
色
を

求
め
、
旅
を
続
け
て
い
き
た
い
。

令
和
６
年
度
水
道
メ
ー
タ
ー

取
替
え
の
予
定
時
期
と
地
区

水
道
メ
ー
タ
ー
の
使
用
期
限
は
、
法
律
に

よ
っ
て
８
年
間
と
定
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、

定
期
的
に
取
替
え
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
取

替
え
で
の
費
用
の
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
実
施
予
定
時
期

４
月
〜
12
月

■
実
施

予
定
地
区

左
の
表
の
と
お
り

地
域

実
施
予
定
地
区

鶴
岡

三
光
町
、
双
葉
町
、
余
慶
町
、
茅
原

町
、
北
茅
原
町
、
西
茅
原
町
、
陽
光

町
、
稲
生
一
丁
目
・
二
丁
目
、
日
吉
町
、

新
海
町
、西
新
斎
町
、山
田
、小
淀
川
、

寺
田
、中
清
水
、清
水
新
田
、覚
岸
寺
、

荒
井
京
田
、
小
京
田
、
播
磨

藤
島

新
町
、谷
地
興
屋
、添
川
一
区
〜
五
区
、

砂
塚
、
和
名
川
、
幕
野
内
、
大
半
田
、

柳
久
瀬

羽
黒

戸
野
坂
ノ
下
、
中
里
、
町
屋
、
染
興

屋
、
川
行
、
金
森
目
、
小
増
川
、
鎌

田
、
古
墓
町
、
上
長
屋
町
、
桜
小
路
、

下
長
屋
町

櫛
引

丸
岡
、
三
千
刈

朝
日

大
網

温
海

湯
之
里
、
早
田
、
山
五
十
川

■問
上
下
水
道
部
お
客
さ
ま
セ
ン
タ
ー
☎
23
‐

７
６
０
９

■他
予
定
地
区
以
外
で
も
取
替
え

を
実
施
す
る
場
合
あ
り

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す

鶴
岡
地
域
春
の
清
掃
ク
リ
ー
ン
作
戦
＆
側
溝
清
掃

■日
・
■場
▽
ク
リ
ー
ン
作
戦
と
側
溝
清
掃

４

月
７
日
○日
…
第
二
・
第
三
学
区

14
日
○日
…

第
一
・
第
五
学
区

21
日
○日
…
第
四
・
第
六

学
区

▽
ク
リ
ー
ン
作
戦

３
月
31
日
○日
…

西
郷
地
区

４
月
７
日
○日
…
斎
・
京
田
・
栄

#73
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王祇祭は黒川地区に古くから伝わる祭りで、春日神社
から氏神様である「王祇様」を上座・下座両当座に迎え、
行われます。稚児による、厄を払い五穀豊じょうを祈
る舞「大地踏」をはじめ、翁が天下泰平を祝福する「式

三番」や能、狂言が奉納されました。足で舞台を叩く
ように踏みしめる音や装束をたなびかせて舞い、飛び
上がり、体を回転させる「飛び返り」の迫力に、観客
は圧倒されて見入っていました。

春日神社旧例祭「王祇祭」櫛引｜２.１・２

羽黒｜１.27 松ヶ岡雪まつり

４年ぶりの開催となった雪まつり。例年に比べ少ない
雪でしたが、雪山あそび会場には多くの親子連れが訪
れ、そり滑りを楽しみました。ほかにも、ミニ屋台村

や松ヶ岡焼のおちょこでの新酒を味わう会、夜になっ
てからの蚕室のライトアップや雪灯籠の点灯など、子
供から大人まで自然と食を満喫した一日となりました。
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ＳＮＳ情報発信講座

中学生を含む８人が参加し、ＳＮＳを活用した情報
発信を学習。参加者から多くの質問が飛び交うなど
盛り上がりを見せ、活発な講座となりました。

温海｜２.３

挑戦！ちゃんこ鍋作り

寒い季節にぴったりなちゃんこ鍋。元幕内大岩戸関
の父・上林哲弥氏の指導のもと、楽しみながら作り、
熱々でおいしい鍋に身も心も温まりました。

藤島｜２.７

そば処大梵字 寒そばまつり

朝日産そば粉100％の手打ち十割そばと、カモ鍋な
どがセットになった「寒そば御膳」。古民家の座敷で、
多くの人が朝日地域の旬の味と香りを楽しみました。

朝日｜１.21～２.25

こども環境かるた大会が４年ぶりに開催！

過去最多の42組84人の小学生が参加。低学年、中
学年、高学年の３部門に分かれてトーナメント戦を
行い、熱戦を繰り広げつつ環境意識を高めました。

鶴岡｜１.27

鶴岡｜１.27・28 雷サミット20

20回記念として、サミットの立ち上げに関わった妹
尾堅一郎氏に鶴岡雷大使を委嘱しスタート。気象庁研
究官による講演や、現役気象予報士とのトークセッ

ション、「雷」文字展、雷スイーツの販売など多彩な
企画が満載で、クイズ大会では全問正解者も出ました。
参加者は、２日間にわたり雷を楽しく学びました。
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今
年
は
30
回
記
念
春
の
訪
れ
を
告
げ
る

鶴
岡
雛
物
語

▼
雛ひ

な

人
形
展
示

▽
荘
内
神
社
「
宝
物
殿
」
■日
３
月
24
日

○日
ま
で
の
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

■問
同
神
社
☎
22
‐
８
１
０
０

▽
致
道
博
物
館
「
御
隠
殿
」
■日
３
月
１

日
○金
〜
４
月
３
日
○水
午
前
９
時
〜
午
後
４

時
30
分

■問
同
館
☎
22
‐
１
１
９
９

▽
松
ヶ
岡
開
墾
場

■日
３
月
１
日
○金
〜
４

月
２
日
○火
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

■問
同

開
墾
場
管
理
運
営
協
議
会
☎
64
‐
１
３
３

１

■ ■ ■ ■ ■ 　　　 ■内＝内容 ■師＝講師・指導 ■費＝費用・料金 ■持＝持ち物 ■申＝申込み ■問＝問合せ ■他＝その他　HP＝ホームページ

注）掲載情報の詳細は、問合せ・申込み先に問い合わせる
かHP等で確認してください。■費がないものは原則無料です。
■申があるものは事前の申込みが必要です。
■掲載希望の方は…本所総務課☎35‐1117へ
原稿締切日は発行月の前々月25日です。掲載対象は発行月
の４日以降の催し等です。市内で開催され、対象の市民が
多いものを優先。編集の都合上、掲載できない場合があり
ます。掲載が不適当と市が認めるものは掲載できません。

催
し

▽
三
井
家

蔵
座
敷

■日
３
月
１
日
○金
〜

31
日
○日
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

■問
同
施

設
☎
24
‐
９
１
２
２

▽
旧
風
間
家
住
宅
「
丙
申
堂
」　

■日
３
月

９
日
○土
〜
４
月
３
日
○水
午
前
９
時
30
分
〜

午
後
４
時

■問
克
念
社
☎
22
‐
０
０
１
５

▽
湯
田
川
温
泉
「
旧
白
幡
邸
〈
長
福
寺
集

会
所
〉」　

■日
３
月
15
日
○金
〜
４
月
７
日
○日

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

■問
湯
田
川
温
泉

観
光
協
会
☎
35
‐
４
１
１
１

▽
交
野
屋

平
田
亭

■日
３
月
30
日
○土
〜

４
月
6
日
○土
午
前
10
時
〜
午
後
３
時
30
分

■問
本
所
観
光
物
産
課
☎
35
‐
１
３
０
１

▽
湯
野
浜
温
泉
雛
め
ぐ
り

■場
湯
野
浜
温

泉
各
旅
館
等

■問
湯
野
浜
温
泉
観
光
協
会

☎
75
‐
２
２
５
８

■他
各
施
設
で
実
施
日

が
異
な
り
ま
す

▽
共
通

■費
各
施
設
に
問
合
せ
。
着
物
で

来
場
し
た
方
は
入
場
料
半
額

■他
市
HP

▼
ひ
な
ま
つ
り
特
別
体
験

▽
顔
出
し
看
板
の
設
置

■日
３
月
１
日
○金

〜
４
月
３
日
○水

■場
致
道
博
物
館
、
Ｆ
Ｏ

Ｏ
Ｄ
Ｅ
Ｖ
Ｅ
Ｒ
（
フ
ー
デ
ェ
ヴ
ァ
ー
）、

湯
田
川
温
泉
旧
白
幡
邸

■他
設
置
期
間
は

各
施
設
に
問
合
せ

▽
お
雛
菓
子
づ
く
り
体
験

■日
・
■場
３
月

３
日
○日
・
24
日
○日
…
致
道
博
物
館

10
日

○日
…
荘
内
神
社

17
日
○日
…
丙
申
堂

20

日
○水
…
龍
の
湯

31
日
○日
…
湯
田
川
温
泉

旧
白
幡
邸

■時
午
後
１
時
〜
３
時

■費
１

個
３
０
０
円
（
致
道
博
物
館
・
丙
申
堂
・

旧
白
幡
邸
は
別
途
入
館
料
が
必
要
）

▽
へ
ん
し
ん
！
か
わ
い
い
お
ひ
な
さ
ま

■日
・
■場
３
月
９
日
○土
・
10
日
○日
…
致
道
博

物
館

23
日
○土
・
24
日
○日
…
丙
申
堂

■内

お
雛
様
の
衣
装
を
着
て
写
真
撮
影

■他
各

施
設
で
実
施
時
間
が
異
な
り
ま
す

▽
き
も
の
で
雛
め
ぐ
り

■日
３
月
23
日
○土

・
24
日
○日

■内
自
宅
に
あ
る
着
物
を
鶴
岡

呉
友
会
の
各
店
舗
で
無
料
で
着
付
け

■申

各
日
３
日
前
ま
で
各
店
舗
（
ト
キ
ワ
屋
☎

22
‐
０
４
３
２
、
着
物
の
小
い
け
☎
22
‐

３
２
１
５
、
む
ら
ま
ご
呉
服
店
☎
24
‐
０

３
０
１
、
南
銀
座
池
田
☎
22
‐
０
１
１

６
）
へ

■他
イ
ン
ス
タ
グ
ラ

ム▼
あ
つ
み
温
泉
湯
の
ま
ち
人
形
め
ぐ
り

■日
３
月
１
日
○金
〜
31
日
○日

■内
旅
館
、
商

店
で
の
雛
人
形
展
示

■問
あ
つ
み
観
光
協

会
☎
43
‐
３
５
４
７

春
の
天
ぷ
ら
・
季
節
の
副
菜
・
甘
味
が
付
き
ま
す

春
の
大
梵
字
ま
つ
り

■日
３
月
16
日
○土
〜
４
月
14
日
○日
午
前
11
時

〜
午
後
４
時
30
分

■内
朝
日
地
域
産
十
割

そ
ば
等
の
提
供

■費
１
、
6
０
０
円
（
当

日
は
１
０
０
円
増
し
）
■場
・
■問
そ
ば
処

大
梵
字
☎
53
‐
３
４
１
３

中
央
公
民
館
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

ひ
な
祭
り
一
般
公
開

▼
子
供
向
け

■日
３
月
17
日
○日
・
22
日
○金

・
23
日
○土

■時
・
■内
午
前
10
時
、
午
後
１

時
30
分
…『
妖
怪
ウ
ォ
ッ
チ
♪
コ
マ
さ
ん

か
ら
の
Ｓ
О
Ｓ
！
ブ
ラ
ッ
ク
ホ
ー
ル
へ
レ

ッ
ツ
ゴ
ー
だ
ニ
ャ
ン
♪
』
午
前
11
時
30

分
…『
ワ
ン
ピ
ー
ス

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
』

■費
３
歳
以
上
…
１
０
０
円

高
校
生
以
上

…
２
０
０
円

▼
大
人
向
け

■日
・
■内
３
月
17
日
○日
…『
平

原
綾
香

い
の
ち
の
星
の
詩SPEC

IA
L 

ED
ITIO

N

』
23
日
○土
…『
ア
ー
ス
シ
ン

フ
ォ
ニ
ー

光
と
水
が
奏
で
る
空
の
物

語
』
■時
午
後
３
時

■費
中
学
生
…
１
０

０
円

高
校
生
以
上
…
２
０
０
円

■他
番

組
前
星
空
解
説
（
10
分
間
）
あ
り

▼
共
通

■定
各
回
先
着
60
人

■申
３
月
７

日
○木
か
ら
市
ラ
イ
ン
で

■場
・

■問
同
館
☎
25
‐
１
０
５
０

庄
内
文
化
セ
ン
タ
ー

ジ
ャ
ズ
・
ス
プ
リ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト

■日
３
月
16
日
○土
午
後
６
時
30
分

■定
25
人

■内
松
本
健
一
（
サ
ッ
ク
ス
）
と
若
林
美
佐

（
ベ
ー
ス
）
に
よ
る
ト
ー
ク
＆
ラ
イ
ブ

■費
１
、
５
０
０
円

■場
・
■申
同
セ
ン
タ
ー

☎
25
‐
８
５
３
３

せ
か
い
の
台
所
ド
イ
ツ
料
理

〜
ト
ビ
ア
ス
さ
ん
の
台
所
〜

■日
３
月
17
日
○日
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

■定
先
着
10
人

■師
ト
ビ
ア
ス
・
ラ
イ
デ
ミ

ア
氏
（
ド
イ
ツ
出
身
）
■費
１
、
５
０
０

円

■場
・
■申
３
月
３
日
○日
午
前
９
時
か
ら

出
羽
庄
内
国
際
村
☎
25
‐
３
６
０
０
へ

改
築
に
向
け
た
講
演
会

つ
る
お
か
図
書
館
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

■日
３
月
17
日
○日
午
後
１
時

■内
最
近
の
図

書
館
整
備
の
事
例
紹
介
等

■師
山
崎
博
樹

氏
（
知
的
資
源
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
代
表
理
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域
産
そ
ば
粉
を
使
っ
た
そ
ば
打
ち
（
３
人

前
）　

■費
１
組
１
、
５
０
０
円　

■場
・
■申

３
月
21
日
○木
ま
で
そ
ば
処
大
梵
字
☎
53
‐

３
４
１
３
へ

加
茂
水
族
館 

音
楽
の
夕
べ

■日
①
３
月
24
日
○日　

②
30
日
○土　

■時
午
後

６
時　

■
出
演　

①
佐
藤
昌
仁
・
竹
下
裕

美　

②
鹿
野
信
一
＋
池
の
本
和
美
＋
有
地

ト
リ
オ　

■費
高
校
生
以
上
…
１
、
０
０
０

円　

小
・
中
学
生
…
５
０
０
円

■場
・
■問
同
館
☎
33
‐
３
０
３
６

荘
内
傾
聴
カ
フ
ェ「
に
こ
っ
と
」

■日
３
月
13
日
○水
・
27
日
○水
午
後
２
時　

■場

荘
内
病
院　

■対
が
ん
患
者
と
そ
の
家
族

■内
が
ん
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
と
の
対
話　

■申

同
院
地
域
医
療
連
携
室
☎
26
‐
５
１
５
５

創
造
の
森
交
流
館 

白
い
里
山
を
ス
キ
ー
で
ハ
イ
キ
ン
グ

■日
３
月
16
日
○土
午
前
10
時
〜
午
後
２
時　

■定
20
人　

■場
・
■問
同
館
☎
62
‐
２
６
５
５　

■他
用
具
貸
出
し
あ
り
（
要
予
約
）。
貸
靴

の
サ
イ
ズ
は
20
㎝
〜
28
㎝

緩
和
ケ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
鶴
岡
・
三
川 

つ
る
お
か
健
康
塾

■日
３
月
16
日
○土
午
後
１
時
30
分　

■場
荘
内

事
）、
高
橋
誠
明
氏
（
大
崎
市
立
図
書
館

長
）、
門
松
秀
樹
氏
（
公
益
大
教
授
）　

■場
・
■申
図
書
館
本
館
☎
25
‐
２

５
２
５
ま
た
は
市
ラ
イ
ン
で

魚
屋
さ
ん
の
魚
の
お
い
し
い

ま
ち
鶴
岡
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

■日
３
月
22
日
○金
〜
５
月
31
日
○金　

■内
市
内

鮮
魚
店
で
商
品
を
購
入
し
、
も
ら
っ
た
は

が
き
で
応
募
す
る
と
抽
せ
ん
で
３
１
１
人

に
景
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト　

■問
本
所
農
山
漁

村
振
興
課
☎
35
‐
０
８
０
９　

■他
HP庄

内
か
ら
宇
宙
へ
！ 

宇
宙
探
査
に
で
か
け
よ
う
！

■日
３
月
23
日
○土
・
24
日
○日
午
前
９
時
30
分

〜
午
後
４
時
30
分
（
24
日
は
午
後
４
時
ま

で
）　

■場
鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム　

■内

は
や
ぶ
さ
２
の
模
型
等
展
示
、
体
験
コ
ー

ナ
ー
、
グ
ッ
ズ
販
売　

■費
５
０
０
円
（
大

学
生
以
下
無
料
）　

■問
鶴
岡
ス

ペ
ー
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン　

■他
HP

道
の
駅「
あ
つ
み
」し
ゃ
り
ん 

春
の
感
謝
祭

■日
３
月
23
日
○土
・
24
日
○日
午
前
10
時
〜
午

後
３
時　

■内
ス
ピ
ー
ド
く
じ
、
バ
ザ
ー
ル

等　

■場
・
■問
し
ゃ
り
ん
☎
44
‐
３
２
１
１

親
子
そ
ば
打
ち
体
験
教
室

■日
３
月
23
日
○土
・
24
日
○日
午
前
10
時
、
午

後
１
時　

■定
各
回
先
着
８
組　

■内
朝
日
地

０
円　

■申
３
月
５
日
○火
か
ら

▼
楽
し
い
山
歩
き
教
室　

■日
座
学
（
必

修
）
…
４
月
6
日
○土
・
13
日
○土
午
後
１
時

30
分
（
■場
小
真
木
原
総
合
体
育
館
）　

実

践
…
４
月
27
日
○土
〜
来
年
３
月（
全
６
回
）　

■定
先
着
20
人　

■費
１
万
円
（
別
途
実
践
経

費
等
）　

■申
３
月
29
日
○金
ま
で

▼
共
通　

■問
同
ク
ラ
ブ
☎
25
‐
８
１
３
１

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ 

講
習
会

■日
３
月
20
日
○水
午
後
１
時　

■場
藤
島
体
育

館　

■対
小
・
中
学
生　

■申
鶴
岡
山
岳
会

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー（
に
こ
♥

ふ
る
） 

軽
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
利
用
資
格
講
習
会

■日
3
月
28
日
○木
午
後
７
時　

■場
に
こ
♥

ふ

る　

■対
18
歳
以
上
（
高
校
生
を
除
く
）
先

着
20
人　

■費
２
１
０
円　

■申
３
月
26
日
○火

ま
で
健
康
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
35
‐
０

１
４
９
へ　

■他
市
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム

利
用
資
格
証
を
お
持
ち
の
方
は
受
講
免
除

鶴
岡
太
極
拳
教
室

■日
火
曜
教
室
…
４
月
２
日
か
ら
の
火
曜
日

午
後
１
時
30
分　

金
曜
教
室
…
５
日
か
ら

の
金
曜
日
午
前
10
時　

■場
小
真
木
原
総
合

体
育
館
等　

■費
月
額
２
、
０
０
０
円
、
入

会
金
３
、
０
０
０
円
、
年
会
費
１
、
０
０

０
円　

■申
鶴
岡
太
極
拳
教
室　

■他
各
曜
日

体
験
あ
り

病
院　

■定
先
着
30
人　

■内「
総
合
診
療
と

は
〜
か
か
り
つ
け
医
と
し
て
人
と
し
て
診

る
医
療
〜
」
上
野
雅
仁
氏
（
上
野
フ
ァ
ミ

リ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
）、「
床
ず
れ
と
足

の
キ
ズ
〜
今
日
か
ら
は
じ
め
る
予
防
ケ

ア
」
梅
本
貴
子
（
荘
内
病
院
皮
膚
・
排
泄

ケ
ア
特
定
認
定
看
護
師
）　

■申
同
セ
ン
タ

ー
鶴
岡
・
三
川
☎
26
‐
５
１
８
０

タ
ー
ゲ
ッ
ト
・
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ 

無
料
体
験
教
室

■日
3
月
16
日
○土
午
後
２
時　

■場
小
真
木
原

総
合
体
育
館　

■対
18
歳
以
上
先
着
５
人　

■申
３
月
5
日
○火
ま
で
鶴
岡
市
タ
ー
ゲ
ッ
ト

・
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
協
会　

■他
用
具
貸
出
し

あ
りノ

ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン 

親
善
交
流
卓
球
大
会

■日
３
月
17
日
○日
午
前
９
時
15
分　

■場
小
真

木
原
総
合
体
育
館　

■費
１
、
０
０
０
円

（
中
学
生
以
下
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
参

加
者
は
無
料
）　

■申
申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
３
月
4
日
○月
ま
で
同
大
会
実

行
委
員
会
℻
23
‐
７
９
８
８
へ

鶴
岡
市
民
健
康
ス
ポ
ー
ツ 

ク
ラ
ブ
会
員
募
集

▼
親
子
で
楽
し
く
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
よ
う
！

ト
ラ
ン
ポ
ビ
ク
ス
教
室
（
全
２
回
）　

■日

３
月
17
日
○日
・
24
日
○日
午
後
１
時
30
分　

■場
小
真
木
原
総
合
体
育
館　

■費
２
、
０
０

催し等の中止・延期など、情報が変更となる場合があります。各担当課
や主催者などへのお問合せ、またはホームページ等でご確認ください。

健
康
・
ス
ポ
ー
ツ
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認
知
症
の
学
び
や
交
流
・
相
談

ほ
っ
こ
り
か
ふ
ぇ

■日
４
月
4
日
○木
午
前
10
時

■場
に
こ
♥

ふ

る

■内
認
知
症
に
関
す
る
ミ
ニ
講
話
、
専

門
職
と
の
交
流
や
相
談
、
介
護
者
交
流

■申
４
月
２
日
○火
ま
で
本
所
長
寿
介
護
課
☎

29
‐
４
１
８
０
へ

幼
児
か
ら
大
人
ま
で

空
手
教
室
会
員
募
集

■日
・
■場
月
曜
日
午
後
７
時
…
朝
暘
武
道
館

木
曜
日
午
後
７
時
35
分
…
朝
暘
一
小

土

曜
日
午
後
５
時
…
羽
黒
体
育
セ
ン
タ
ー
等

■費
月
額
２
、
５
０
０
円
（
別
途
入
会
金
２
、

０
０
０
円
、父
母
会
費
１
世
帯
５
０
０
円
）

■申
和
道
会
鶴
岡
支
部

■他
見
学
可
。
HP

南
部
児
童
館
み
な
っ
く
る

▼
み
な
っ
く
る
で
遊
ぼ
う
！「
手
形
ア
ー

ト
」　

■日
３
月
8
日
○金
午
前
10
時

■対
乳

幼
児
と
そ
の
保
護
者
先
着
12
組

■内
手
形

ア
ー
ト
と
身
体
測
定

■持
バ
ス
タ
オ
ル
等

▼「
プ
レ
イ
セ
ン
タ
ー
ポ
ピ
ン
ズ
」
令
和

6
年
度
会
員
募
集

■日
４
月
15
日
〜
来
年

３
月
10
日
の
毎
週
月
曜
日
午
前
10
時

■対

０
歳
児
〜
未
就
学
児
と
そ
の
保
護
者
12
組

■内
絵
の
具
遊
び
、
工
作
、
触
れ
合
い
遊
び
、

「
ま
な
び
あ
い
」
等

■費
８
６
０
円

▼
共
通

■場
・
■申
３
月
１
日
○金
午
前
９
時

か
ら
同
館
☎
64
‐
１
９
０
０
へ

■他
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

ま
ん
ま
ル
ー
ム
３
月
の
講
座

「
自
信
が
も
て
る
子
育
て
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
」

■日
３
月
19
日
○火
午
前
10
時
30
分

■対
乳
幼

児
と
そ
の
保
護
者

■師
西
部
児
童
館
長

■場
・
■申
３
月
１
日
○金
か
ら
同
ル
ー
ム
☎
24

‐
５
６
３
５
へ

暘
光
児
童
館

「
よ
う
こ
う
ひ
ろ
ば
」会
員
募
集

■日
４
月
17
日
〜
来
年
３
月
5
日
の
毎
週
水

曜
日
午
前
10
時

■対
１
歳
以
上
の
未
就
園

児
と
そ
の
保
護
者
15
組

■内
触
れ
合
い
遊

び
、
ダ
ン
ス
等

■費
１
、
３
５
０
円

■場

・
■申
３
月
１
日
○金
か
ら
同
館
☎
64
‐
８
６

４
０
へ

西
部
児
童
館
ゆ
め
っ
く
り

会
員
募
集

▼
ミ
ニ
ぴ
よ
ク
ラ
ブ

■日
４
月
23
日
〜
来

年
３
月
4
日
の
毎
月
隔
週
火
曜
日
午
前
10

時
30
分

■対
０
歳
児
と
そ
の
保
護
者
10
組

■内
身
体
測
定
、
手
形
・
足
形
カ
レ
ン
ダ
ー
、

触
れ
合
い
遊
び
、
外
部
講
師
の
講
座
等

■費
１
、
０
０
０
円

■申
３
月
４
日
○月
か
ら

▼
ぴ
よ
ぴ
よ
ク
ラ
ブ

■日
４
月
19
日
〜
来

年
３
月
7
日
の
毎
月
第
１
・
第
３
・
第
５

金
曜
日
午
前
10
時
30
分

■対
１
歳
以
上
の

未
就
園
児
と
そ
の
保
護
者
15
組

■内
触
れ

合
い
遊
び
、
工
作
、
春
・
秋
の
遠
足
、
外

部
講
師
の
講
座
等

■費
１
、
4
１
０
円

■申
３
月
4
日
○月
か
ら

▼
ゆ
め
っ
く
り
フ
レ
ン
ズ
☆
年
間
登
録
者

募
集

■対
小
・
中
学
生
約
20
人

■内
行
事

活
動
、
ク
リ
ー
ン
作
戦
、
夏
ま
つ
り
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
等

■申
３
月
9
日
○土
か
ら

▼
共
通

■場
・
■申
同
館
☎
29
‐
０
０
３
１

中
央
児
童
館
ひ
ろ
っ
ぴ
あ

「
な
か
よ
し
ク
ラ
ブ
」会
員
募
集

▼
な
か
よ
し
Ｂ
ａ
ｂ
ｙ

■日
指
定
の
毎
月

第
３
木
曜
日

■対
令
和
５
年
４
月
２
日
〜

６
年
１
月
31
日
生
ま
れ
の
未
就
園
児
と
そ

の
保
護
者

■費
１
、
２
０
０
円

▼
な
か
よ
し
Ｋ
ｉ
ｄ
ｓ

■日
４
月
〜
来
年

３
月
の
木
曜
日
（
各
月
２
回
〜
３
回
を
予

定
）
■対
令
和
２
年
４
月
２
日
〜
５
年
４

月
１
日
生
ま
れ
の
未
就
園
児
と
そ
の
保
護

者

■費
２
、
4
０
０
円

▼
共
通

■時
午
前
10
時
30
分

■定
10
組

■内
制
作
、
季
節
行
事
、
運
動
遊
び
、
外
部

講
師
の
講
座
等

■場
・
■申
３
月
１
日
○金
か

ら
同
館
☎
24
‐
４
６
０
８
へ

藤
沢
周
平
記
念
館

▼
作
品
題
名
書
道
展

■日
３
月
20
日
○水
ま

で

■内
鶴
岡
中
央
高
校
書
道
部
が
藤
沢
作

品
を
読
み
、
印
象
に
残
っ
た
作
品
の
題
名

を
書
道
で
表
現

▼
企
画
展
〈「
獄
医
立
花
登
手
控
え
」
の

世
界
〉
■日
３
月
23
日
○土
〜
９
月
24
日
○火

▼
共
通

■時
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

■費
大
人
…
３
２
０
円

高
校
生
・
大
学
生

…
２
０
０
円

中
学
生
以
下
…
無
料

■場

・
■問
同
館
☎
29
‐
１
８
８
０

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
フ
ラ
ダ
ン
ス
同
好
会

■日
３
月
４
日
○月

・
18
日
○月
、
４
月
１
日
○月
・
15
日
○月
午
前

10
時
〜
正
午

▼
高
齢
者
の
元
気
を
支
え
る
無
料
健
康
相

談

■日
３
月
７
日
○木
・
14
日
○木
・
28
日
○木
、

４
月
4
日
○木
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

▼
楽
焼
教
室

■日
４
月
２
日
○火
・
３
日
○水
、

５
月
７
日
○火
・
８
日
○水
午
前
９
時
30
分
〜

午
後
２
時

▼
共
通

■場
・
■問
同
セ
ン
タ
ー
☎
24
‐
０

０
６
６

自
然
学
習
交
流
館
ほ
と
り
あ

▼
ほ
と
り
あ
学
習
発
表
会

■日
３
月
9
日

○土
午
前
９
時

■内
同
館
周
辺
の
自
然
や
文

化
に
関
す
る
研
究
調
査
発
表

▼
春
の
里
山
散
策
会

■日
３
月
10
日
○日
・

13
日
○水
・
16
日
○土
・
17
日
○日
・
23
日
○土
・

24
日
○日
・
30
日
○土
・
31
日
○日
午
前
９
時

■定
各
日
10
人

■費
寄
附
制
（
３
０
０
円
以

上
）
■申
各
日
２
日
前
ま
で

▼
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

▽
ほ
と
り
あ

う
ど
ん
打
ち
体
験
会

■日

３
月
10
日
○日
午
前
10
時

■内
う
ど
ん
作
り

（
マ
コ
モ
粉
末
等
を
混
ぜ
る
こ
と
も
可
能
）

子
育
て
・
子
供
向
け

施
設
の
催
し
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■師
菅
原
成
規
氏
（
す
が
わ
ら
製
麺
代
表
取

締
役
）
■費
１
、
０
０
０
円

■持
持
ち
帰

り
容
器
（
３
人
前
程
度
）
■申
３
月
8
日

○金
ま
で

▽
春
の
里
山
探
検
隊
！

■日
３
月
16
日
○土

午
前
９
時

■対
小
学
１
年
・
２
年
生
先
着

６
人

■師
上
山
剛
司
氏
（
環
境
教
育
工
房

Ｌ
ｉ
ｎ
Ｘ
）
■費
寄
附
制
（
５
０
０
円
以

上
）

▽
積
み
木
＆
ぬ
り
絵
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

■日
３
月
16
日
○土
午
前
10
時
30
分
、
午
後
１

時▽
ほ
と
り
あ
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

■日
３

月
23
日
○土
・
24
日
○日
午
前
10
時
30
分
〜
午

後
２
時
30
分

▼
自
然
観
察
会
「
早
春
の
庄
内
ア
ル
プ
ス

を
歩
こ
う

油
戸
〜
ほ
と
り
あ
ル
ー
ト
」

■日
４
月
３
日
○水
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

■定
30
人

■師
中
里

慶
三
氏
（
里
山
案

内
人
Ｗ
Ｇ
）
等

■費
１
、
０
０
０
円

（
オ
リ
ジ
ナ
ル
手

ぬ
ぐ
い
付
き
）

■申
３
月
４
日
○月
か
ら

▼
臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

展
示
入
れ
替

え
の
た
め
、
３
月
６
日
○水
は
休
館
し
ま
す
。

▼
共
通

■場
・
■問
同
館
☎
33
‐
８
６
９
３

月
山
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

▼
ガ
イ
ア
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
上
映
会

■日
・

■内
３
月
９
日
○土
…
第
５
番

31
日
○日
…
第

６
番

■時
午
前
10
時
、
午
後
１
時

■場
同

セ
ン
タ
ー

■定
各
回
20
人

■費
５
０
０
円

（
中
学
生
以
下
無
料
）

▼
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

■日
３

月
10
日
○日
午
前
９
時（
同
セ
ン
タ
ー
集
合
）

■定
先
着
25
人

■費
高
校
生
以
上
…
１
、
２

０
０
円

中
学
生
以
下
…
６
０
０
円

■申

３
月
8
日
○金
ま
で

■他
用
具
貸
出
し
あ
り

▼
早
春
の
里
山
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

■日
４
月

6
日
○土
午
前
９
時
（
大
山
公
園
駐
車
場
集

合
）
■定
先
着
25
人

■費
５
０
０
円
（
中

学
生
以
下
無
料
）
■申
３
月
27
日
○水
ま
で

▼
共
通

■申
同
セ
ン
タ
ー
☎
62
‐
４
３
２

１
致
道
博
物
館

▼
歴
史
の
扉
「
庄
内
藩
と
飛
島
」
■日
３

月
14
日
○木
〜
4
月
23
日
○火
午
前
９
時
〜
午

後
５
時

■内
飛
島
の
生
活
文
化
や
島
内
で

起
き
た
訴
訟
な
ど
の
古
文
書
や
民
俗
資
料

を
展
示

▼
春
蘭
展

■日
３
月
15
日
○金
〜
18
日
○月
午

前
９
時
〜
午
後
５
時
（
18
日
は
正
午
ま

で
）

▼
共
通

■費
大
人
…
８
０
０
円

高
校
生

・
大
学
生
…
４
０
０
円

小
・
中
学
生
…

３
０
０
円

■場
・
■問
同
館
☎
22
‐
１
１
９

９
鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム

▼
市
民
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
美
術
講
座
受

講
生
作
品
展「
つ
く
り
手
た
ち
の
展
覧
会
」

■日
３
月
16
日
○土
〜
24
日
○日
午
前
９
時
〜
午

後
５
時
30
分

■内
今
年
度
に
開
催
し
た
14

講
座
の
受
講
生
た
ち
の
作
品
展
示

▼
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

▽
春
を
感
じ
る

多
肉
植
物
の
寄
せ
植
え

■日
３
月
17
日
○日
午
前
10
時

■師
齋
藤
智
子

氏
（
花
の
ア
ト
リ
エ
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
コ
ス

モ
ス
主
宰
）
■費
２
、
０
０
０
円

▽
藍
で
小
風
呂
敷
を
染
め
よ
う

■日
３
月

19
日
○火
午
後
２
時

■師
近
井
肇
氏（
染
色
）

■費
１
、
７
０
０
円

▽
共
通

■定
12
人

■申
３
月
５
日
○火
か
ら

▼
共
通

■場
・
■問
同
館
☎
29
‐

０
２
６
０

■他
HP

東
北
公
益
文
科
大
学
大
学
院

市
民
向
け
講
座

▼
公
益
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
連
続
講
座

■日
３
月

11
日
○月
午
後
６
時
30
分

■内「
コ
モ
ン
ズ

と
地
域
の
レ
ジ
リ
ア
ン
ス
」
梅
津
千
恵
子

氏
（
京
都
大
学
大
学
院
名
誉
教
授
）、「
公

益
大
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」
神
田
直
弥
氏
（
公
益

大
学
長
）

▼
な
ぜ
薔
薇
は
愛
さ
れ
る
の
か
〜
西
洋
の

バ
ラ
・
庄
内
の
ば
ら
〜

■日
３
月
20
日
○水

午
後
１
時
30
分

■内
講
演「
庄
内
の
ば
ら
」

若
松
邦
彦
氏
（
温
海
温
泉
旅
館
組
合
理
事

長
）・「
西
洋
の
バ
ラ
」
遠
山
茂
樹
氏
（
公

益
大
名
誉
教
授
）、
ポ
ス
タ
ー
や
関
連
書

籍
の
展
示

▼
共
通

■場
公
益
大
鶴
岡
キ
ャ

ン
パ
ス
ま
た
は
オ
ン
ラ
イ
ン

■申
同
大
大
学
院
☎
29
‐
０
５
５
５

ふ
じ
し
ま
市
場
た
わ
ら
や

３
月
の
た
わ
ら
や
教
室

▼
ス
イ
ー
ツ
教
室
「
も
ち
も
ち
桜
餅
」

■日
３
月
9
日
○土
午
前
10
時

■費
２
、
５
０

０
円

▼
花
蔵
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室

■日
３
月
10
日
○日
午
後
１
時
30
分

■費
２
、

５
０
０
円

▼
た
ち
ば
な
や
調
理
師
の
日
本
料
理
教
室

「
魚
の
煮
付
と
桜
香
る
ご
ま
豆
腐
」
■日
３

月
16
日
○土
午
前
10
時

■費
３
、０
０
０
円

▼
味
噌
作
り

■日
３
月
23
日
○土
午
前
10
時

■費
２
、
０
０
０
円

▼
共
通

■場
・
■申
同
市
場
☎
64

‐
３
０
９
３

■他
HP

つ
る
お
か
仕
事
ナ
ビ

オ
ン
ラ
イ
ン
合
同
企
業
説
明
会

■日
３
月
13
日
○水
午
前
10
時
〜
午
後
４
時
30

分

■対
令
和
７
年
３
月
に
大
学
等
を
卒
業

予
定
の
学
生
、
既
卒
者
、
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン

希
望
者

■内
20
社
が
参
加
す
る
企
業
説
明

会
、
就
職
応
援
ガ
イ
ダ
ン
ス
、
地
元
先
輩

社
員
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

■師
松
坂
暢
浩

氏
（
山
形
大
学
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
長
）
■申
３
月
11
日
○月
ま
で
HP
で

■問
㈱
フ
ィ
デ
ア
情
報
総
研
鶴
岡

事
務
所
☎
33
‐
８
８
１
３

山
形
県
学
生

オ
ン
ラ
イ
ン
＆
対
面

庄
内
就
職
説
明
会

■日
３
月
16
日
○土
・
17
日
○日

■時
オ
ン
ラ
イ

催し等の中止・延期など、情報が変更となる場合があります。各担当課
や主催者などへのお問合せ、またはホームページ等でご確認ください。

講
座
・
講
習
会
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ン
…
午
前
９
時
〜
11
時
25
分

対
面
…
午

後
１
時
〜
４
時
30
分
（
■場
な
の
花
ホ
ー
ル

〈
三
川
町
〉）
■対
令
和
７
年
３
月
に
大
学

等
を
卒
業
予
定
の
学
生
、
既
卒
者
、
Ｕ
Ｉ

Ｊ
タ
ー
ン
希
望
者
及
び
そ
の
家
族

■内
庄

内
地
域
に
事
業
所
の
あ
る
企
業
（
対
面
１

０
８
社
、
オ
ン
ラ
イ
ン
44
社
）
が
就
職
情

報
の
説
明
、
就
職
相
談

■申
山
形
県
HP
で
。

オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
は
各
日
前
日
ま
で
庄
内

総
合
支
庁
地
域
産
業
経
済
課
☎

66
‐
５
４
５
８
へ

郷
土
史
講
座

■日
①
３
月
16
日
○土

②
23
日
○土

■時
午
後

２
時

■定
各
日
70
人

■内
①「
庄
内
の
蘭

学
者
・
小
関
三
英
〜
そ
の
生
涯
と
功
績
、

庄
内
地
域
と
の
交
流
〜
」
矢
森
小
映
子
氏

（
日
本
近
世
史
研
究
者
）
②「
鶴
岡
高
等

女
学
校
の
歴
史
」
阿
部
博
行
氏
（
鶴
岡
市

史
編
纂
委
員
）
■場
・
■申
郷
土
資
料
館
☎

25
‐
５
０
１
４

プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー

ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

■日
３
月
23
日
○土
午
後
１
時

■定
10
人

■師

荻
原
昌
代
氏

■費
４
、
５
０
０
円

■場
・

■申
庄
内
文
化
セ
ン
タ
ー
☎
25
‐
８
５
３
３

荘
内
病
院
×
国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
東
病
院

連
携
協
定
３
周
年
記
念
市
民
公
開
講
座

■日
３
月
23
日
○土
午
後
２
時

■場
先
端
研
究

産
業
支
援
セ
ン
タ
ー

■定
２
０
０
人

■内

新
し
い
が
ん
医
療
の
地
域
モ
デ
ル
の
取
り

組
み
に
関
す
る
講
演
、
事
例
紹
介
、
座
談

等

■申
３
月
15
日
○金
ま
で
荘
内
病
院
総
務

課
☎
26
‐
５
１
１
１
内
線
６
３

２
７
へ

■他
HP

鶴
岡
み
ら
い
健
康
調
査
セ
ミ
ナ
ー

女
性
の
健
康
最
前
線

■日
３
月
24
日
○日
午
後
１
時
30
分

■場
先
端

研
究
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー

■定
１
５
０
人

■内
女
性
が
い
き
い
き
と
活
躍
で
き
る
社
会

の
た
め
の
健
康
に
関
す
る
講
演
、
同
調
査

報
告
等

■師
飯
田
美
穂
氏
（
慶
應
義
塾
大

学
医
学
部
講
師
）
等

■申
３
月
15
日
○金
ま

で
HP
で

■問
本
所
政
策
企
画
課

☎
35
‐
１
１
８
４

出
羽
庄
内
国
際
村
外
国
語
講
座

第
１
期
（
４
月
〜
７
月
）

▼
中
国
語

■日
▽
入
門
…
火
曜
日
午
後

７
時
（
全
12
回
）
▽
初
級
…
木
曜
日
午

後
７
時
（
全
14
回
）
▽
中
級
…
土
曜
日

午
後
１
時
30
分
（
全
14
回
）
▽
朋
友

好
！
（
☆
）
…
木
曜
日
午
後
７
時
、
土
曜

日
午
後
３
時
30
分

▼
韓
国
語

■日
▽
入
門
…
水
曜
日
午
後
７

時（
全
14
回
）
▽
韓
国
と
の
出
会
い（
☆
）

…
土
曜
日
午
後
１
時

▼
英
語

■日
▽
初
心
者
英
会
話
…
木
曜
日

午
後
７
時
（
全
14
回
）
▽
か
ん
ば
せ
ー

し
ょ
ん
喫
茶
店
（
☆
）
…
火
曜
日
午
後
７

時
、
日
曜
日
午
後
２
時

▼
フ
ラ
ン
ス
語

■日
ル
・
サ
ロ
ン
（
☆
）

…
木
曜
日
午
後
７
時

▼
ス
ペ
イ
ン
語

■日
ア
ブ
レ
モ
ス
・
エ
ス

パ
ニ
ョ
ー
ル
（
☆
）
…
土
曜
日
午
後
３
時

▼
共
通

■場
・
■申
同
館
☎
25
‐
３
６
０
０

■費
各
講
座
に
よ
る
。
☆
は
フ
リ
ー
ト
ー
ク

型
講
座
・
チ
ケ
ッ
ト
制

■他
入
門
コ
ー
ス

・
☆
を
除
き
各
講
座
３
人
以
上
で
開
講

鶴
岡
田
川
地
区
日
中
友
好
協
会

中
国
語
講
座
（
全
36
回
）

■日
４
月
8
日
○月
〜
来
年
３
月
10
日
○月
午
後

７
時
（
①
入
門
コ
ー
ス
…
月
曜
日

②
初

級
コ
ー
ス
…
火
曜
日

③
中
級
コ
ー
ス
…

水
曜
日
）
■場
中
央
公
民
館

■定
各
コ
ー

ス
15
人

■師
孫
志
紅
氏

■費
２
万
６
、
０

０
０
円

■
テ
キ
ス
ト
代

①
２
、
３
０

０
円

②
２
、
7
０
０
円

③
１
、
９
０

０
円

■申
３
月
20
日
○水
ま
で
同
協
会
☎
25

‐
３
６
０
０
へ

■他
各
コ
ー
ス
５
人
以
上

で
開
講

自
衛
官
等
採
用
試
験

募
集
種
目

試
験
日

受
付
期
間

①

予
備

自
衛
官
補

４
月
６
日
○土
〜

21
日
○日

４
月
11
日

○木
ま
で

②

幹
部
候
補
生

（
一
般
）

１
次
…
４
月
20

日
○土

３
月
１
日

○金
〜
４
月

12
日
○金

③

幹
部
候
補
生

（
飛
行
要
員
）
１
次
…
４
月
21

日
○日

④

一
般
曹

候
補
生

１
次
…
５
月
17

日
○金
〜
26
日
○日

の
内
１
日

３
月
１
日

○金
〜
５
月

７
日
○火

■
試
験
会
場

①
神
町
駐
屯
地（
東
根
市
）

②
申
込
み
後
に
連
絡

③
山
形
地
方
合
同

庁
舎
（
山
形
市
）
④
鶴
岡
合
同
庁
舎

■
採
用
時
期

①
令
和
６
年
７
月

②
③

令
和
７
年
３
月
〜
４
月

④
令
和
６
年
度

■申
自
衛
隊
山
形
地
方
協
力
本
部
鶴
岡
出
張

所
☎
22
‐
０
４
６
６

入
居
時
期
は
５
月
中
旬
以
降

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

住
宅
名

間
取
り
等

戸
数

鶴岡
城
南
住
宅

３
階
・
３
Ｄ
Ｋ
（
★
）

１

ち
わ
ら
住
宅
３
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

４
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

３
Ｄ
Ｋ（
子
育
て
向
け
）
１

美
原
住
宅

３
階
・
２
Ｋ
＋
Ｓ
（
★
）
１

３
階
・
３
Ｄ
Ｋ
（
★
）

１

稲
生
住
宅

２
階
・
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ

１

３
階
・
３
Ｄ
Ｋ

２

４
階
・
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ

１

東
部
住
宅

１
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

３
階
・
３
Ｄ
Ｋ
（
★
）

１

３
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

み
ど
り
住
宅

２
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

大
西
住
宅

４
階
・
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ

１

大
山
住
宅

２
階
・
２
Ｄ
Ｋ

１

３
階
・
２
Ｄ
Ｋ

１

３
階
・
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ

１

朝日
下
名
川
住
宅
木
造
２
階
建
て
・

２
Ｌ
Ｄ
Ｋ

２

温海
柳
原
住
宅

３
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

■申
３
月
１
日
○金
〜
19
日
○火
に
山
形
県
す
ま

い
・
ま
ち
づ
く
り
公
社
鶴
岡
管
理
事
務
所

☎
35
‐
０
１
５
３
へ

■他
山
形
県
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制
度
の
活
用
が
可
能
。

★
は
単
身
入
居
可
能

募
集



17 広報つるおか　2024 . 3 ■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

出
羽
庄
内
国
際
村
の
募
集

▼
せ
か
い
の
台
所
年
間
会
員　

■日
４
月
〜

来
年
３
月
末　

■定
先
着
10
人　

■師
外
国
出

身
者　

■費
9
、
０
０
０
円　

■申
３
月
９
日

○土
か
ら

▼
ワ
ー
ル
ド
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ク
ラ

ブ
会
員　

■日
４
月
〜
来
年
３
月
の
月
１
回

（
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
）　

■対
中
学
生
、

高
校
生
、
高
専
生　

■内
英
語
を
使
っ
た
ア

ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ　

■師
英
語
圏
出
身
者　

■費

２
、
０
０
０
円
（
年
会
費
）　

■他
見
学
１

回
可

▼
共
通　

■場
・
■申
同
館
☎
25
‐
３
６
０
０

み
ん
な
で
作
る「
探
検
！
ア
マ
ゾ
ン
展
」 

企
画
・
展
示
メ
ン
バ
ー
募
集

■
活
動
期
間　

３
月
下
旬
〜
６
月
下
旬　

■対
同
展
に
協
力
で
き
る
方
20
人
程
度　

■申

３
月
15
日
○金
ま
で
ア
マ
ゾ
ン
資
料
館
HP
ま

た
は
致
道
博
物
館
☎
22
‐
１
１

９
９
へ　

■他
３
月
20
日
○水
に
説

明
会
開
催

鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム 

サ
ポ
ー
タ
ー
募
集

■
活
動
期
間　

４
月
１
日
○月
〜
来
年
３
月

31
日
○月　

■対
高
校
生
以
上
で
月
１
回
程
度

活
動
で
き
る
方
10
人
程
度　

■内
同
館
展
覧

会
の
準
備
作
業
、
教
育
普
及
事
業
、
各
種

イ
ベ
ン
ト
の
運
営
サ
ポ
ー
ト
等　

■費
３
５

０
円
（
保
険
料
）　

■申
３
月
１
日
○金
〜
17

日
○日
に
同
館
☎
29
‐
０
２
６
０
へ

創
立
１
０
０
周
年
記
念 

白

社
美
術
展　

作
品
募
集

■
種
目　

絵
画
、
彫
刻
、
工
芸
等
（
１
人

２
点
以
内
、
15
号
以
上
〈
版
画
は
制
限
な

し
〉）　

■費
４
、
０
０
０
円
（
学
生
５
０
０

円
）　

■申
６
月
28
日
○金
・
29
日
○土
午
前
10

時
〜
午
後
５
時
30
分
に
鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ

ー
ラ
ム
へ　

■問
白

社　

■他
申
込
書
等
は

同
館
、
中
央
公
民
館
、
市
内
画
材
店
等
に

設
置栄

養
価
に
優
れ
た「
す
い
お
う
」

を
栽
培
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

 
「
す
い
お
う
」
は
サ
ツ
マ
イ
モ
の
一
種
で
、

葉
や
茎
に
ビ
タ
ミ
ン
や
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル

等
の
栄
養
素
を
多
く
含
む
野
菜
で
す
。
家

庭
菜
園
や
プ
ラ
ン
タ
ー
で
栽
培
で
き
ま
す
。

■
苗
価
格　

１
本
当
た
り
約
50
円
（
申
込

み
は
10
本
単
位
）、
ポ
ッ
ト
苗
１
個
約
５

０
０
円　

■申
3
月
22
日
○金
ま
で
藤
島
庁
舎

エ
コ
タ
ウ
ン
室
☎
64
‐
５
８
０
３
へ　

■他

市
HP
。
苗
の
引
渡
し
は
４
月
下
旬
以
降

自
殺
対
策
強
化
月
間
の 

電
話
相
談

■日
３
月
1
日
○金
〜
７
日
○木
午
前
9
時
〜
午

後
5
時　

■
相
談
電
話　

▽
こ
こ
ろ
の
健

康
相
談
統
一
ダ
イ
ヤ
ル
…
☎
０
５
７
０
‐

０
６
４
‐
５
５
６　

▽
心
の
健
康
相
談
ダ

イ
ヤ
ル
…
☎
０
２
３
‐
６
３
１
‐
７
０
６
０

若
者
ひ
き
こ
も
り
相
談
・ 

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

■日
３
月
８
日
・
15
日
・
22
日
・
29
日
、
４

月
５
日
・
12
日
・
19
日
・
26
日
の
金
曜
日　

■時
①
若
者
ひ
き
こ
も
り
相
談
（
■対
40
歳
未

満
の
方
と
そ
の
家
族
）
…
午
後
１
時
15
分

・
２
時
30
分　

②
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
…

１
時
30
分
・
２
時
45
分　

■場
に
こ
♥

ふ
る　

■定
各
日
２
人
ず
つ　

■内
①
社
会
参
加
で
き

な
い
、
家
か
ら
出
な
い
等　

②
眠
れ
な
い

日
が
続
く
、
気
分
が
沈
ん
で
元
気
が
な
い

等　

■申
健
康
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
35
‐
０

１
５
６

弁
護
士
が
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す 

Ｂ
型
肝
炎
特
措
法
無
料
相
談
会

■日
３
月
９
日
○土
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

（
事
前
予
約
優
先
）　

■場
庄
内
産
業
振
興
セ

ン
タ
ー　

■対
集
団
予
防
接
種
で
Ｂ
型
肝
炎

に
な
っ
た
方
と
そ
の
家
族　

■申
全
国
Ｂ
型

肝
炎
訴
訟
新
潟
・
山
形
・
福
島
事
務
所
☎

０
２
５
‐
２
２
３
‐
１
１
３
０　

■他
電
話

相
談
会
（
■日
３
月
９
日
○土
午
前
10
時
〜
正

午　

■問
同
事
務
所
）

日
本
赤
十
字
社
で
は
講
習
会

に
講
師
を
派
遣
し
て
い
ま
す

　

救
急
法
等
の
講
習
会
に
講
師
を
派
遣
し

ま
す
。
町
内
会
、
事
業
所
、
学
校
、
サ
ー

ク
ル
な
ど
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

■
講
習
内
容　

救
急
法
、
水
上
安
全
法
、

雪
上
安
全
法
、
健
康
生
活
支
援
講
習
、
幼

児
安
全
法　

■申
本
所
福
祉
課
☎
35
‐
１
２

５
２
ま
た
は
日
本
赤
十
字
社
山
形
県
支
部

☎
０
２
３
‐
６
４
１
‐
１
３
５
３
へ

や
ま
が
た
縁
結
び
た
い 

結
婚
相
談
会

■日
３
月
17
日
○日
午
後
１
時
〜
４
時
45
分　

■対
結
婚
を
希
望
す
る
方
等
各
日
５
組　

■場

・
■申
３
月
13
日
○水
ま
で
や
ま
が
た
ハ
ッ
ピ

ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
庄
内
支
所
☎
64
‐

８
８
９
５
へ

弁
護
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す 

勤
労
者
無
料
法
律
相
談
会

■日
３
月
29
日
○金
午
後
３
時
〜
７
時　

■対
市

内
、
三
川
町
、
庄
内
町
に
在
住
ま
た
は
勤

務
の
方
先
着
８
人　

■場
・
■申
３
月
28
日
○木

ま
で
東
北
労
働
金
庫
鶴
岡
支
店
☎
22
‐
３

１
４
７
へ

荘
内
銀
行
鶴
岡
市
役
所
出
張
所

の
営
業
時
間
が
変
わ
り
ま
す

　

４
月
１
日
○月
か
ら
同
出
張
所
の
営
業
時

間
が
次
の
通
り
変
更
さ
れ
ま
す
。

■時
午
前
９
時
〜
午
後
３
時
（
午
前
11
時
30

分
〜
午
後
０
時
30
分
は
休
業
）　

■問
荘
内

銀
行
コ
ン
タ
ク
ト
セ
ン
タ
ー
☎
０
１
２
０

‐
１
０
３
２
‐
39

調
査
員
が
お
宅
を
訪
問 

家
計
調
査
を
実
施
し
ま
す

■
該
当
地
区　

日
吉
町
７
番
・
９
番
〜
11

番　

■
時
期　

準
備
調
査
…
３
月　

本
調

査
…
５
月
か
ら
１
年
間　

■問
山
形
県
統
計

企
画
課
☎
０
２
３
‐
６
３
０
‐
２
１
８
７

催し等の中止・延期など、情報が変更となる場合があります。各担当課
や主催者などへのお問合せ、またはホームページ等でご確認ください。

相
談
・
そ
の
他
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戸
籍
証
明
書
を
集
め
る
の

が
面
倒
で
す

　

父
が
亡
く
な
っ
て
相
続
の
手
続
き
を

進
め
る
た
め
、
父
の
戸
籍
証
明
書
を
取

得
し
た
い
で
す
。
父
は
本
籍
地
を
何
度

か
移
し
て
い
る
た
め
、
全
て
の
転
籍
先

の
戸
籍
証
明
書
が
必
要
だ
と
聞
き
ま
し

た
。
役
場
ご
と
に
手
続
き
す
る
の
も
時

間
が
か
か
り
そ
う
で
す
。
も
っ
と
簡
単

な
方
法
は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

戸
籍
証
明
書
の
取
得
の
仕

方
が
便
利
に
な
り
ま
し
た

　

３
月
１
日
か
ら
戸
籍
の
広
域
交
付
制

度
が
始
ま
り
、
本
籍
地
の
あ
っ
た
市
区

町
村
ご
と
に
窓
口
に
行
っ
た
り
、
郵
便

請
求
し
た
り
す
る
必
要
が
な
く
な
り
ま

し
た
。

■
こ
こ
が
便
利
！ 

２
つ
の
メ
リ
ッ
ト

①
ど
こ
で
も
取
得
で
き
ま
す
！

　

本
籍
地
と
離
れ
た
所
に
住
ん
で
い
る

方
で
も
、
最
寄
り
の
市
区
町
村
の
窓
口

で
、
戸
籍
証
明
書
を
取
得
で
き
る
よ
う

QＡ

に
な
り
ま
す
。

②
ま
と
め
て
取
得
で
き
ま
す
！

　

戸
籍
の
本
籍
地
が
全
国
各
地
に
点
在

し
て
い
る
場
合
で
も
、
１
か
所
の
市
区

町
村
窓
口
で
ま
と
め
て
必
要
な
戸
籍
証

明
書
を
取
得
で
き
ま
す
。

※
戸
籍
抄
本
は
請
求
で
き
ま
せ
ん
。

※
電
子
化
さ
れ
て
い
な
い
戸
籍
は
請
求

　

で
き
ま
せ
ん
。

【
請
求
で
き
る
範
囲
】

　

本
人
、
本
人
の
配
偶
者
・
父
母
・
祖

父
母
・
子
・
孫
な
ど
（
直
系
親
族
）

※
兄
弟
の
戸
籍
証
明
書
は
、
原
則
請
求

　

で
き
ま
せ
ん
。

【
請
求
方
法
】

　

各
市
区
町
村
の
窓
口
に
来
庁

※
郵
便
請
求
や
、
代
理
人
に
よ
る
請
求
、

　

コ
ン
ビ
ニ
で
の
請
求
は
で
き
ま
せ
ん
。

【
必
要
な
持
ち
物
】

　

窓
口
で
請
求
す
る
方
の
顔
写
真
付
き

の
身
分
証
明
書
（
運
転
免
許
証
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
等
）

　

詳
し
く
は
、
法
務
省
HP

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

〈
本
所
市
民
課
〉

市への意見や質問、広報を読んで
の感想などをお寄せください。
◎送り先　 
　本所総務課☎35‐1117

三川町文化交流館
「アトクのおひなさま展示」●三川町

■■日３月１日○金～４月３日○水午前10時～午後４時　
（月曜日休館）　■■内昭和初期に制作された内裏雛や
物語の場面を描いた趣向人形の展示　■■場・■■問同館
☎66‐5040

旧青山本邸ひなまつり
「庄内雛街道」●遊佐町

■■日４月７日○日までの午前10時～午後４時（４月
１日○月からは午前９時30分～午後４時30分）■■場
旧青山本邸　■■内青山家に代々引き継がれてきた
雛
ひな

道具・古今雛の展示　■■費大人…400円　高校生・
大学生…300円　小・中学生…200円　■■問旧青山
本邸☎0234‐75‐3145または遊佐町教育課☎
0234‐72‐5892へ

歴史を満喫♪
レトロなお雛めぐり●庄内町

■■日３月24日○日午前10時～午後２時（庄内町新産
業創造館クラッセ集合）　■■定先着20人　■■内ハナブ
サ醬油、亀ノ尾の里資料館、清川関所の雛人形を
バスで巡る　■■費3,000円（そば・茶道体験付き）　
■■申庄内町観光協会☎0234‐42‐2922

ディズニー
キャッツ＆ドッグス展●酒田市

■■日３月16日○土～５月12日○日午前９時～午後５時
（最終入館は午後４時30分。３月18日○月・25日
○月、４月８日○月は休館）　■■費大人…1,000円　高
校生…500円　中学生以下…無料　前売券（オ
リジナルポーチ付き）…2,700円　■■場・■■問酒田市
美術館☎0234‐31‐0095　　■■他前売券はローソ
ンチケット（Ｌコード：22137）、八文字屋本店・
みずほ店・鶴岡店で３月15日○金まで販売

◎
戸
籍
謄
本
が
不
要
に
！

婚
姻
届
や
養
子
縁
組
届
等
を
本
籍

地
と
は
別
の
市
区
町
村
窓
口
に
届

出
す
る
際
に
、
戸
籍
謄
本
の
提
出

が
不
要
に
な
り
ま
し
た
。
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各種相談窓口 ※主に市が開設している暮らしに関する相談窓口を紹介します。
　その他の様々な悩みごとは「総合相談」へお問い合わせください。

内 容 相談窓口・電話番号 相 談 日 時 等
総合相談（身近な悩みや心配ごと等） 鶴岡市総合相談室☎0120‐866‐294 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00
消 費 生 活 相 談 消費生活センター☎25‐2982 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00
内 職 相 談 鶴岡ワークサポートルーム☎25‐2215 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00
教育相談（学校教育･就学に関すること） 教育委員会学校教育課☎57‐4864 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～17：00
〃　　（不登校・適応指導教室等） 教育相談センター☎23‐9351 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00

青 少 年 相 談 青少年育成センター☎0120‐028‐234 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～17：00
子ども総合相談窓口（子育ての悩み等） 子育て世代包括支援センター☎35‐1118

月曜～金曜日（祝日は除く）8：30～17：15
子 育 て ・ 家 庭 児 童 相 談 子ども家庭支援センター☎25‐2741
ひ と り 親 ･ 女 性 相 談 本所子育て推進課☎26‐0176
障害者に関する相談（身体・知的・精神・児童） 障害者相談支援センター☎25‐2794
仕 事 や 暮 らし に 関 する 相 談 鶴岡地域生活自立支援センター「くらしス」☎29‐1729
高 齢 者 に 関 す る 相 談 お住まいの地域を担当する地域包括支援センターまたは本所長寿介護課☎29‐4180へ

今月の各種相談窓口開設日　３/４～４/３
内 容 問 合 せ 相 談 日 時・会 場 等

行 政 相 談

（ 行 政 相 談 委 員 ）

本所市民課☎35‐1194 12日○火14：00～16：00・市役所本所
藤島庁舎総務企画課☎64‐5813 22日○金13：00～15：00・藤島ふれあいセンター
羽黒庁舎総務企画課☎62‐2111 19日○火13：30～15：30・市役所羽黒庁舎
櫛引庁舎総務企画課☎57‐2111 13日○水10：00～12：00・産直あぐり
朝日庁舎総務企画課☎53‐2113 19日○火13：30～15：30・朝日中央コミュニティセンター
温海庁舎総務企画課☎43‐4611 28日○木13：00～15：00・温海ふれあいセンター

登 記 相 談 本所市民課☎35‐1194 21日○木14：00～16：00・市役所本所
休 日 年 金 相 談 日本年金機構鶴岡年金事務所☎23‐5040 ９日○土 10：00～15：00（要予約）・同事務所

編集・発行／鶴岡市総務部総務課

《人口と世帯》（令和６年１月31日現在）
　住民基本台帳人口合計：118,519人
　　 （男：56,987人、女：61,532人）
　世帯数：49,475世帯

鶴岡市役所
本所

藤島庁舎
羽黒庁舎
櫛引庁舎
朝日庁舎
温海庁舎

〒997‐8601

（メールアドレス）
（窓口受付時間）

〒999‐7696
〒 997‐0192
〒 997‐0346
〒 997‐0492
〒 999‐7205

山形県鶴岡市馬場町９‐25
☎0235‐25‐2111　FAX 0235‐24‐9071
tsuruoka@city.tsuruoka.lg.jp
月曜～金曜日（祝日・年末年始除く）
午前８時30分～午後５時15分
市内藤島字笹花25　☎64‐2111
市内羽黒町荒川字前田元89　☎62‐2111
市内上山添字文栄100　☎57‐2111
市内下名川字落合１　☎53‐2111
市内温海戊577‐１　☎43‐2111

↑ホームページは
こちらから

↑フェイスブックは
こちらから

↑X（旧ツイッター）は
こちらから

↑ラインは
こちらから

献血　３/４～４/３
■問健康課（にこ♥ふる）☎35‐0146

月　日 受付時間 会　場
3.９○土 10：00～ 12：00 鶴岡協同の家こぴあ

　　 〃 13：30 ～16：00 　　　   〃
15○金   9：30 ～ 11：30 鶴岡警察署

休日・平日夜間診療

●急な病気の際は……休日夜間診療所☎23‐5678
　・開所日　＜日曜日、祝日＞　　　　　　①  9：00～12：00
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ② 13：30～17：00
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ③ 18：00～21：00
　　　　　　＜上記以外の月曜～土曜日＞  ④ 19：00～21：30
　・診療科　内科、小児科、外科
　　　　　　※小児科は、①のみ小児科医が診察します。
●休日の歯痛の際は…休日歯科診療所☎23‐0372
　・開所日　＜日曜日、祝日＞　　　　　　①  9：00～12：00

 ② 13：00～15：00

■問健康課（にこ♥ふる）☎35‐0146

　　　 感染症対策のため、来院前に必ず電話連絡をお願いし
ます。！



令
和
６
年
３
月
号
　
N
o
.312

環
境
に
配
慮
し
植
物
油
イ

ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す

広
報
つ
る
お
か

手
指
の
し
び
れ
を
引
き
起
こ
す
代

表
的
な
疾
患
と
し
て
、
手
根
管
症
候

群
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
手
に
向

か
う
神
経
の
一
つ
が
、
手
首
に
あ
る

手
根
管
と
い
う
ト
ン
ネ
ル
で
圧
迫
を

受
け
る
こ
と
で
起
こ
り
ま
す
。

主
な
症
状
は
、
親
指
か
ら
薬
指
に

か
け
て
の
し
び
れ
と
痛
み
で
、
夜
間

や
明
け
方
に
強
く
症
状
が
出
ま
す
。

進
行
す
る
と
、
親
指
の
付
け
根
の
筋

肉
が
萎
縮
し
、
ボ
タ
ン
掛
け
な
ど
細

か
い
作
業
が
困
難
と
な
り
ま
す
。

診
断
は
、
病
歴
・
診
察
・
検
査
で

総
合
的
に
判
断
し
ま
す
。
代
表
的
な

検
査
は
神
経
伝
導
速
度
検
査
で
す
。

神
経
に
電
気
を
流
し
、
そ
の
速
度
か

ら
圧
迫
な
ど
の
障
害
を
診
断
し
ま
す
。

ま
た
、
原
因
に
よ
り
レ
ン
ト
ゲ
ン
や

エ
コ
ー
検
査
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
な
ど
を
追
加

し
ま
す
。

治
療
は
、
症
状
が
軽
度
で
あ
れ
ば

薬
物
治
療
や
安
静
な
ど
の
保
存
療
法

を
行
い
ま
す
。
し
か
し
、
し
び
れ
が

強
く
、
検
査
で
神
経
の
障
害
が
明
ら

か
で
あ
れ
ば
手
術
療
法
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
当
院
で
は
主
に
局
所
麻
酔

で
内
視
鏡
を
用
い
、
よ
り
小
さ
い
切

開
創
で
手
術
を
行
っ
て
い
ま
す
。

手
根
管
症
候
群
は
、
発
症
か
ら
の

期
間
が
短
い
ほ
ど
、
し
び
れ
や
萎
縮

し
た
筋
肉
の
回
復
が
良
い
傾
向
に
あ

る
た
め
、
早
期
の
治
療
が
重
要
で
す
。

手
の
し
び
れ
や
痛
み
な
ど
で
お
困
り

の
際
は
、
整
形
外
科
を
受
診
し
、
検

査
を
受
け
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
　
荘
内
病
院
の
整
形
外
科

外
傷
を
中
心
に
年
間
約
１
、０
０

０
件
の
手
術
を
行
う
な
ど
、
地
域
の

拠
点
病
院
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て

い
ま
す
。
常
勤
医
師
に
よ
る
専
門
外

来
は
手
の
外
科
、
膝
関
節
が
主
体
で

す
が
、
外
勤
医
師
の
応
援
に
よ
り
幅

広
い
疾
患
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

近
年
、
高
齢
化
が
進
み
、
骨
粗
鬆し
ょ
う

症
が
原
因
の
骨
折
が
問
題
視
さ
れ
て

い
ま
す
。
当
院
で
も
、
積
極
的
な
骨

密
度
検
査
や
骨
折
予
防
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

荘内病院の医師が
疑問を解決！

　この連載では、医療の身近な疑問に、荘内病院の様々な
診療科の医師がお答えします。４回目となる今回は、消化
器科と整形外科です。
　当院では、鶴岡協立病院、庄内余目病院と「鶴岡・田川
３病院地域包括ケアパス」の連携協定を結んでいます。患
者さんの治療計画を共有することで、継続した医療を提供
し、円滑な療養が進むように取り組んでいます。

◯問合せ　荘内病院総務課☎26‐5111

指
先
の
し
び
れ
が

続
い
て
い
ま
す

肝
硬
変
に
な
ら
な
い

生
活
習
慣
を
教
え
て

日
本
人
の
死
因
の
第
１
位
は
が
ん
、

第
２
位
は
心
筋

塞
で
す
が
、
実
は

肝
硬
変
は
６
番
目
に
多
い
死
因
で
す
。

肝
硬
変
に
な
る
と
、
基
本
的
に
肝

移
植
で
し
か
治
療
す
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、
い
か
に
肝
硬

変
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
か
が
ポ

イ
ン
ト
と
な
り
ま
す
。

肝
硬
変
の
原
因
の
多
く
は
ア
ル
コ

ー
ル
の
多
飲
で
す
。
指
標
と
し
て
は
、

日
本
酒
換
算
で
「
毎
日
５
合
以
上
を

10
年
間
継
続
」
す
る
と
肝
硬
変
に
な

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

毎
日
３
合
な
ら
大
丈
夫
と
い
う
こ
と

で
は
な
く
、
毎
日
３
合
20
年
間
と
い

う
よ
う
に
、
累
積
し
た
ア
ル
コ
ー
ル

量
が
同
じ
で
あ
れ
ば
、
肝
硬
変
に
な

る
リ
ス
ク
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

飲
酒
量
は
、
連
日
な
ら
日
本
酒
換

算
で
１
合
未
満
、
可
能
で
あ
れ
ば
連

日
で
は
な
く
週
末
限
定
、
理
想
的
に

は
機
会
飲
酒
が
望
ま
し
い
で
す
。

ま
た
近
年
、
お
酒
を
全
く
飲
ま
な

い
方
で
も
、
脂
肪
肝
か
ら
肝
硬
変
に

な
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
ま
す
。
非

ア
ル
コ
ー
ル
性
脂
肪
肝
性
肝
疾
患

（
Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｌ
Ｄ
）
も
し
く
は
代
謝
障

害
性
肝
疾
患
（
Ｍ
Ａ
Ｓ
Ｌ
Ｄ
）
と
呼

ば
れ
る
病
態
か
ら
、
肝
硬
変
に
移
行

す
る
ケ
ー
ス
で
す
。

こ
の
Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｌ
Ｄ
は
、
生
活
習
慣

病
や
肥
満
か
ら
脂
肪
肝
に
な
る
病
態

で
す
。
長
年
放
置
す
る
と
肝
硬
変
に

移
行
す
る
リ
ス
ク
が
高
ま
り
ま
す
。

運
動
を
習
慣
づ
け
た
り
、
塩
分
を
控

え
野
菜
を
多
め
に
と
っ
た
り
す
る
な

ど
、
日
常
的
に
生
活
習
慣
病
を
予
防

す
る
意
識
が
重
要
で
す
。

　
　
荘
内
病
院
の
消
化
器
科

荘
内
病
院
で
は
毎
週
水
曜
日
、
肝

臓
を
専
門
と
す
る
山
形
大
学
の
先
生

が
来
院
し
、
肝
臓
外
来
を
開
設
し
て

い
ま
す
。

こ
の
肝
臓
外
来
は
、
開
業
医
か
ら

の
紹
介
で
当
院
消
化
器
科
を
受
診
し

た
後
、
紹
介
可
能
と
な
り
ま
す
。
検

診
な
ど
で
肝
機
能
障
害
を
指
摘
さ
れ

て
対
応
に
お
困
り
の
方
は
、
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

消化器科医師
古屋紀彦

お
酒
は
全
く
飲
ま
な
い
の
で
す
が
、

検
診
で
肝
機
能
異
常
を
指
摘
さ
れ

ま
し
た
。
肝
硬
変
に
な
る
の
で
は

と
心
配
で
す
。

60
代
女
性
で
す
。
親
指
か
ら
中
指

の
先
が
数
か
月
前
か
ら
し
び
れ
る

よ
う
に
な
り
、
細
か
い
作
業
が
難

し
く
な
り
ま
し
た
。
受
診
を
し
た

方
が
良
い
で
し
ょ
う
か
。

整形外科医師
 土屋潤平

「肝硬変」と「指先のしびれ」

消化器科

整形外科

つるおかの
医療相談

広報
－連載－
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